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1: 50,000 地質図幅

説           明            書                                                                                ( 昭和 30 年稿 )

八幡浜・伊予高山

  ( 高知 ― 第 68 号・第 76 号 )

　八幡浜図幅および伊予高山図幅は，昭和 29 年 1 月中旬から 3 月中旬に至る間に野

外調査を行い作成されたものであり，本説明書には両図幅について併せ記述する。伊

予高山図幅の南半部については 7 万 5 千分の 1「日振島」地質図幅および説明書の一部

としてすでに刊行されているので，この地質図および説明書にはこの部分を省略した。

野外調査は御荷鉾構造線以北の長瀞変成帯を平山健が，以南の古生界・中生界地帯を

神戸信和が調査した。両図幅内のマンガン鉱床・石灰石鉱床・ドロマイト鉱床・クロ

ム鉱床および銅鉱床の一部の調査および記述は，本所所員林昇一郎技官によるもので

ある。なお，本調査には米軍から貸与された空中写真を利用することができた。

I.   地　　　形

　八幡浜および伊予高山両図幅地域は四国の西部に位置し，八幡浜図幅の北西部地域

は佐田岬に連なる三崎半島の基部を含み，八幡浜図幅の西辺および伊予高山図幅の南

西辺は宇和海に面している。

　図幅地域にみられる長瀞変成岩類および古生層に属する地層の走向は一般に ENE

を示し，山稜もこの方向に走り，なかでも三崎半島がこの方向と一致することは地形

的に顕著なことである。

　山稜は一般に低く，最高約 700m である。長瀞変成帯は，その北東部では最も高位

の地形を示すが，西方へ向かって漸次低下し，山頂の平坦な丘陵状を呈する。古生層
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および中生層からなる地域も 500 ～ 600m の高度を示すが，奥浦層の分布地域は侵

蝕がきわめて著しく，低地形を呈する。

　御荷鉾構造線以北の地域の地形において特に特徴的なものは見当らず，僅かに塩基

性火成岩で構成された川名津・川舞・布喜川附近の山塊が，他に較べてなだらかな山

形を呈しているのが目立つのみである。

　東宇和郡俵津村・狩江村および高山村地内の海岸に面した山地に分布する大浦層・

枝浦層ないし俵津層の地質構造は，この附近の海岸線を支配し，かつこれらの地層を

断っている N-S 方向の断層の延長部には，著しい弯入が認められる。西宇和郡三島

村地内のミツクリ島・小高島および高島には，礫岩・砂岩および粘板岩からなる高島

層が分布するが，これらの岩石は周辺の古生層の岩石よりは軟らかく，より強く侵蝕

を受けたために，弯入を形成したものと推察される。

II.  地　　　質

II. 1　概　　説

　八幡浜および伊予高山両図幅地域は西南日本外帯に属し，地域を構成する岩層は外

帯の特徴である帯状配列を示して分布している。地域は北側から長瀞変成帯・秩父累

帯および四万十累帯に分けられ，この 3 帯の間は御荷鉾構造線および糸川 ― 仏像構造

線によって境されている。長瀞変成帯を構成する岩層は，古生界の変成相と思われる

長瀞変成岩類 ( 従来の三波川・御荷鉾の両系を併せて，そのなかに露出している火成

岩類を除いた名称 ) と，それに貫入している塩基性火成岩類・超塩基性岩類とである。

長瀞変成帯は北側から川之石・八幡浜および川名津の 3 亜帯に分けられる。この分帯

は構造的見地から分けられるものであって，3 者の間の層位的な関係は明らかにされ

ていない。長瀞変成帯の南限はいわゆる御荷鉾構造線であって，これによって南側の

秩父累帯と境している。秩父果帯には北側から双
ふたいわ

岩・石
い わ き

城・俵
たわらず

津の 3 層がほヾ E-W

に帯状に分布し，その間に不規則な形の範囲を占めて真穴・高島・三島の 3 層が分布

する。双岩層は東隣卯の町図幅の北西部に分布する久米統におゝむね連続すると考え

られ，軽微な広域変成作用を受けた古生代の岩層で構成されている。石城層は古生代



に属し，俵津層はいわゆる三宝山層群に属し，その上部は三畳紀からジュラ紀中期に

あたると考えられている。三島層はいわゆる鳥ノ巣石灰岩を含む地層で，上部ジュラ

紀の地層と認められる。高島層は西方海上に浮ぶ高島などの小島嶼に分布する地層で，

確証はないがおそらく中生層と思われる。真穴層は西宇和郡真穴村穴井地方に分布す

第 1 表　　層 序 一 覧 表
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る砂岩を特徴とする岩層であり，その時代は確証はないが中生層らしく思われる。俵

津層の南側を限る糸川 - 仏像構造線以南は四万十累帯であって，こゝには大浦層・枝

浦層および奥浦層が分布している。この 3 層は四万十層群に属し，四万十層群は全体

として三畳紀から白堊紀に及ぶものと考えられている。

　古生界の双岩・石城・俵津の各層および長瀞変成帯の川名津・八幡浜亜帯のなかに

は，塩基性火成岩類および超塩基性岩類の大小の貫入体が存在している。これらの岩

類は局部的には古生界を変成させた変成作用を受けているが，大部分にはその影響が

みられない。火成岩の貫入の時期は，前記変成作用の継続中または変成作用の終了後

であろう。また塩基性火成岩の一部には，後からの酸性熱水溶液の侵入によって，閃

緑岩のような外見を呈する岩石に変化しているものもある。

 第 1 図 　地 質 構 造 概 念 図
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　両図幅地域には洪積層は小範囲にのみみられ，冲積層は海岸線に沿って，また卯の

町から宇和町にかけてやゝ広くみられる。

　両図幅地域内の地質構造は，上記の御荷鉾・糸川 - 仏像の両構造線によって分けら

れる 3 帯において異なっている。したがって両構造線が生成する以前，すでに各帯の

構造はほヾ決定されていたようである。しかし部分的には，両構造線に関連して貫入

したと思われる超塩基性火成岩類の影響が認められる処もある。

　両図幅地域内の層序を第 1 表として掲げ，地質構造についての概念図を第 1 図に示

した。

II. 2　古 生 界

　古生界は岩質および構造によって北部から双岩層・石城層および俵津層の 3 層に分

かたれる。

　II. 2. 1　双 岩 層

　本層は八幡浜図幅の北東部に分布し，黒色千枚岩・緑色千枚岩・砂岩・チャート・

石灰岩・輝緑凝灰岩および輝緑岩を主とするが，なかでも千枚岩類を特徴とする岩相

である。

　地層の走向は一般に ENE-WSW に走り，傾斜は変化に富み，南あるいは北へ傾斜

する。地層の擾乱が処々にみられ，その規模は地質図上に示される程度の背斜および

向斜構造を呈する場合と，図示できないほどの小褶曲の場合とがある。したがって，

同一地層の繰返しがあるが，それぞれを詳細に識別することはできない。地層は断層

によって著しく擾乱され，例えば双岩村双岩駅西方および水之元附近にある擾乱地で

は，土地が著しく陥没することがあるという。双岩層分布地域の西部，ことに西宇和

郡二木生村附近では，チャート・砂岩・粘板岩が火成岩類によって熱変質を受けてお

り，他の地域とは岩石の様相を異にする。双岩層の層厚は算出することは困難である。

　本層はドロマイト鉱床・マンガン鉱床・銅鉱床を伴なっている。

　構成岩石記載

　黒色千枚岩　黒色～暗灰色を呈し，風化すると褐色・茶褐色・黄褐色・黄色・灰黄
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色・黄緑色あるいは白色等を呈する。剝理面に沿っては風化作用が進みやすい。ため

に風化は地表面にとヾまらず，深部の岩層にまで及んでいる処もある。粒度の変化に

富み，微褶曲が顕著である ( 第 2 図 A)。部分的に剝理面に沿った幅 1 ～ 3mm の石

英脈 ( 第 2 図 B) に富むが，石英脈の幅はしばしば 30cm 以上に及ぶことがある。

剝理面に交わる断面では，厚い紙を重ねてそれを縦に割ったような平滑でない切口を



示し，剝理面に沿っては多少弯曲しているが，滑らかな面で割れ，その面は光沢をも

っているのが特徴である。

　黒色千枚岩は緑色千枚岩と細互層し，幅約 15cm の灰白色片状砂岩および 3 ～ 30cm

幅の黒色，乳白色～桃色のチャートを挾有することがある。また砂岩～チャートと互

層することもある。千枚岩地域から非千枚岩地域へは一般に漸移すると考えられるが，

千枚岩地域中に，部分的に非千枚岩質の珪質黒色頁岩と黒色頁岩との約 1cm 幅の細

互層が現われることがある。

　また局部的には頁岩ないし泥岩が挾まれており，これらは暗灰色～灰白色を呈し，

風化すると黄褐色を呈する。なお泥岩には灰白色で凝灰質のものもあり，このなかに

は黒色～乳白色のチャートの小礫を含むことがある ( 第 3 図 )。

第 3 図　愛媛県西宇和郡双岩村若山附近の泥岩

　緑色千枚岩　緑色～緑紫色

を呈し，剝理性が強く斧刄状

に割れる。剝理面は一般に光

沢に富むが，これに沿って雨

水が入り込み，黄褐色を呈し，

風化が進んでいることが多い。

粒度変化に富み，多少砂質の

部分もある。

　石灰岩を挾有することがあ

り，また黒色千枚岩と細互層

をなすことがある。微褶曲構
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造が著しい ( 第 4 図 )。

　砂岩　本岩は砂岩を主とする地層のなかにみいだされる場合と，珪岩～頁岩を主と

する地層のなかに挾有される場合とがある。灰白色～灰緑色を呈し，砂粒はある一定

の方向に伸びている。構成鉱物のなかでも 1mm 前後の石英の結晶粒に気がつく。ま

た，しばしば厚さ約 2mm の石英脈をもっている。砂岩は一般に塊状であるが，ある

一定の方向に節理がある。砂岩のなかには黒色頁岩の小破片を含有することがある。

千枚岩質砂岩と黒色千枚岩とが互層する場合がある。また局部的に接触変成作用を受

けた砂岩がみられる。部分的に花崗岩質砂岩が顕著で，黒色頁岩を挾有し，層理が明

瞭である。八幡浜市古藪附近では，片状砂岩が著しい。

　チャート　乳白色・淡緑色・淡褐色および暗灰色を呈し，風化すると黄褐色を呈す

る。チャートは侵蝕が少なくまた風化に抗し易く，一般に明瞭な露頭をつくる。した

がって，山稜に沿ってチャートが分布し，谷沿いに砂岩～頁岩が分市していることが

少なくない。

　チャートは片状ないし片理を示すことがあり，また塊状のものもある。黒色チヤー

トには，網目状に石英脈 ( 第 5 図 ) によって貫ぬかれるものがある。またチャートが

約 1m，黒色頁岩が約 50cm の幅をもって互層することがあるが，これとは逆に頁岩

第 5 図　西宇和郡双岩村和泉附近の黒色チャート
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の幅の方が厚いこともある。

　淡緑色および淡褐色のチャートが互層し，薄い黒色千枚岩を挾有する場合がある。

また，片状チャートと黒色千枚岩とが 0.3 ～ 3cm の帯をなして互層することがある。

チャートはしばしば 1m の幅を示す。チャートはバラスとして採石されている。

　石灰岩　乳白色あるいは灰白色を呈し，時に片状で，微褶曲構造を示す ( 第 6 図 )。

方解石脈を有し，結晶質のこともある。剝理性に富み，露頭では風化が進み，剝理面

に沿って深い溝をつくっている。黒色の物質が薄く介在したり，黒色千枚岩および緑

色千枚岩が挾有されることがある。また，輝緑凝灰岩中に挾有されたり，あるいは輝

緑凝灰岩と互層することがある。一部の石灰岩は珊瑚の化石を含有する。

　輝縁疑灰岩および輝緑岩　輝緑凝灰岩は剝理性に富み，風化に対して弱く，しばし

ば石灰岩 ( 第 7 図 ) あるいは粘板岩を挾有することがある。

　輝緑岩は光沢に乏しく，しばしば黒い小部分がみいだされ，また黄色の径約 2 ～ 3

第 7 図　西宇和郡双岩村矢野畑附近の輝緑凝灰岩
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mm の空隙がみられる。風化すると緑褐色を呈する。剝理性に富む輝緑岩と塊状を呈

する輝緑岩とがある。輝緑岩は西方では蛇紋岩に変化する。

　地質時代

　本層は千枚岩類を特徴とする地層で，東隣卯之町図幅地域における久米統に対比さ

れる。卯之町図幅においては，久米統は南方に接して存在する上部古生代の秩父系の

岩石より変質が著しく，よってその時代は秩父系より古期のもので，むしろ北方の御

荷鉾統とともに前石炭紀に属するものであろう，と記されている。

　このたびの調査においては，双岩層からその地質時代を証する化石を発見し得なか

ったが，双岩層は岩質から石城層に類似した上部古生代の秩父系の変質したものと考

えられる。

　II. 2. 2　石 城 層

　本層は八幡浜図幅地域の中南東部を占めて双岩層の南側に分布する。双岩層とは部

分的には断層で接するが，一般には整合であると考えられる。本層は千枚岩類に乏し

く，粘板岩・砂岩・チャート・石灰岩および輝緑凝灰岩～輝緑岩からなり，粘板岩・

砂岩およびチャートの互層をもって特徴とする。地質構造は双岩層より簡単であって，

堂所山を中心としては水平に近い地層が認められ，双岩層に接する附近においても比

較的緩い褶曲構造がみられる。微褶曲構造は顕著ではない。

　本層の分布地域は，八幡浜および伊予高山両図幅のなかで最もマンガン鉱床に恵ま

れた地域である。マンガン鉱床はチャートに附随して胚胎する。

　構成岩石記載

　粘板岩　黒色を呈し，風化すると白色～黄色を呈する。風化したものは白色凝灰岩

のようにみえることがある。非常に脆く軟らかで，時に淤泥質のことがある。珪質粘

板岩・チャート～砂岩と互層し，細かい層理を示すこともある。また，微褶曲構造を

呈することがある。マンガン鉱床に附随して黄緑色・黄褐色～灰緑色粘板岩あるいは

粘土を伴なうことがある。

　砂岩　灰緑色～白色を呈し，風化すると灰白色・緑白色・茶褐色～黄褐色を呈する。

中粒～粗粒で緻密である。しばしば石英粒に富む。薄い黒色粘板岩～頁岩の介在によ

って，層理明瞭であることが多い。比較的塊状なものはいわゆる硬砂岩と呼ばれるも
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のに近く，黒色頁岩の小破片を含有す

る ( 第 8 図 )。時に砂岩は幅約 70c ｍ

の黒色頁岩を挾有することがある。砂

岩あるいは粘板岩は灰白色の凝灰質粘

板岩をしばしば挾有し，このようなも

のでは風化すると一般に茶褐色を呈す

る。時に細粒礫岩やあるいは薄いチャ

ートを挾有する。また擾乱作用によっ

て角礫化していることもある。砂岩は

一般に風化に耐え，山稜をつくり易い。

　チャート　チャートは次の 3 様のうちいずれかの産状を呈する。

　1)　塊状でかなり厚く露出し，層理がほとんど不明な産状

　2)　厚く露出するが帯状 ( 片状 ) を呈し，層理が明瞭な産状

　3)　薄い粘板岩と細互層して，層理明瞭な産状

　チャートは乳白色・黒色・灰白色・茶褐色・淡緑色あるいは桃色を呈し，風化する

と灰白色になる。層理面に直角に節理が入っていることがある。擾乱された部分では

角礫化している。チャートは砂岩～粘板岩と互層することがあり，あるいは黄褐色の

輝緑凝灰岩を挾有

することがある。

微褶曲構造を呈す

ることがある ( 第

9 図 )。

　帯状 ( 片状 ) の

チャートは幅約 2

～ 10cm の 帯 状 を

なし，この間に厚

さ 約 1cm の 黄 緑

色粘板岩を挾むこ

とがあり，これに
              第 9 図　西宇和郡真穴村真網代南方附近のチャート
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よって走向・傾斜を測定しうる。また，片状のものには珪質砂岩あるいは灰色の珪質

頁岩を挾むものがある。

　東宇和郡宇和町野田西方にはチャート (25cm) と石灰岩 (30cm) とが互層し，こ

の石灰岩の下盤には茶褐色の輝緑凝灰岩と互層するものがある。またチャートには赤

色土あるいは黄褐色～緑色～白色などの粘土を豊富に挾有するものがある。

　石灰岩　灰白色～乳白色で，塊状を呈し，輝緑凝灰岩の薄層を挾有する。また，輝

緑凝灰岩のなかに団塊として含有される場合がある。

　輝緑凝灰岩および輝緑岩　西宇和郡三島村蔵貫浦東方・地蔵屋敷附近，および東宇

和郡宇和町野田西方の小地域に分布し，緑色を呈する。

　地質時代

　本層からは地質時代を証する化石を発見できなかったが，岩質上これの東方延長は

東隣卯之町図幅 (75，000 分の 1) の上部古生界秩父系に該当する。卯之町図幅地域

では石灰岩のなかから二畳紀～石炭紀を指示する紡錘虫の化石を産出するので，石城

層も二畳紀～石炭紀に属する秩父系であろう。

　II. 2. 3　俵 津 層

　本層は石城層の南側に，八幡浜および伊予高山両図幅地域にわたって分布する。石

城層とは東西方向の断層で境されており，また一部分ではこの間に中生界の三島層が

介在している。岩相は粘板岩・砂岩・チャート・礫岩・石灰岩および輝緑凝灰岩から

なり，粘板岩・砂岩・チャートおよび礫岩は俵津層分布地域の北部～中部を占めて分

布し，石灰岩および輝緑凝灰岩は，本層の南限をつくる糸川 - 仏像構造線の北側に直

接して分布する。化石はいずれの地層からも発見されなかった。地層は一般に ENE-

WSW の走向を有し，傾斜はおゝむね北である。実際には複雑に褶曲しているので

あろうが，どのような褶曲であるかは推定できない。

　いわゆる糸川 - 仏像構造線に沿った処では，地層は著しく擾乱している。石城層と

同様に，本層のチャートにはマンガン鉱床が随伴する。

　構成岩石記載

　粘板岩　黒色～暗灰色を呈し，風化すると灰色・黄色～褐色となる。一般に粘板岩

は砂岩と互層し，時に凝灰質であり，また珪質～砂質である。堅硬，緻密であり，部
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分的に細・粗粒の部分を挾む。不規則に凹凸をもった面で割れる性質がある。斧状を

呈して割れ易く，層理はあまり明瞭でないが，砂岩の介在によって層理を知ることが

できる。

　砂岩　灰色・灰白色～灰緑色を呈し，一般に堅硬である。粒度は細粒～中粒である。

花崗岩質砂岩～粗粒砂岩のこともある。茶褐色の粘土を挾み，また帯状にチャートを

挾 むことが あ る。 砂 岩 (3 ～ 5cm) お よ び 粘 板 岩 (2 ～ 5cm) が 互 層 す ることが あ

り，この互層は薄い輝緑凝灰岩を挾むことがある。

　チャート　緑色・茶褐色・黒色・灰白色・桃色・淡緑色・暗灰色あるいは乳白色を

呈する。風化すると一般に褐色を帯びる。帯状 ( 厚さ 3 ～ 10cm) を示し，黒色粘板

岩～緑色粘板岩が介在する。石灰岩の見掛上の下盤に暗灰色のチャートがあり，緑色

粘板岩を伴なう。これはおそらく凝灰質のものであろう。剝げ易い性質をもち，風

化して砕け易い。風化が著しくなると層理は不明瞭になる。微褶曲構造が顕著であ

る。

　礫岩　細粒礫岩である。

　石灰岩　大は地質図に示した程度のものから，小は長さ 0.1 ～ 3m のレンズ状をな

して他の岩層中に介在する。灰白色を呈し，風化すると黄褐色となる。風化，侵蝕さ

れ，露頭では細い溝をつくっている。鮞状を呈するものもある。薄いチャートあるい

は褐色～緑色の輝緑岩ないし輝緑凝灰岩を挾む。時に鐘乳洞があり，鐘乳石をみるこ

とができる。

　輝緑疑灰岩および輝緑岩　石灰岩にしばしば伴なって産出し，紫色～緑色を呈し，

塊状または剝理性に富んでいる。風化し易く，暗褐色となる。

　地質時代

　本層は岩質および構造的位置から，高知県佐川盆地周辺に分布する三宝山層群の一

部に対比しうるものと信ずる。三宝山層群は秩父古生層 ( 中部二畳紀以降 )・三宝山

石灰岩 ( ラデイノカーニック )・斗賀野統 ( 斗賀野層・西山層・奈良谷層 ― 奈良谷層は

ジュラ紀中期 ―) を包括するものである。

II. 3　長瀞変成帯 ( 古生界変成相 )

　長瀞変成帯を構成する長瀞変成岩類は，古生界の双岩層に岩質・変成度が類似する
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14

部分があって，それと本質的な差異はないと思われるので，古生界の変成相と考えら

れる。長瀞変成岩類の分布地域では，南から北へ向かって変成度は高まっているが，

図幅地域の北限においても，緑簾石・緑泥石によって特徴づけられる程度の変成度で

ある。長瀞変成帯は南側から川名津亜帯・八幡浜亜帯および川之石亜帯に分けられ

る。この分帯は分布する岩石の岩質によったもので，いわば構造帯ともいうべきもの

であって，層位学的な意味は含んでいない。

　II. 3. 1　川名津亜帯

　千丈断層の西側の地域で弯曲した御荷鉾構造線の西側に，ほヾ E-W ～ NE-SW の

走向で，多くは北へ傾斜して露出し，塩基性火成岩類・超塩基性火成岩類の迸入を受

けている。黒色千枚岩・珪質岩・緑色千枚岩・緑色准片岩の互層からなり，その間レ

ンズ状に結晶質石灰岩が介在している。千丈断層の東側では本亜帯は欠如しているよ

うである。大島はその位置からみると本亜帯の分布地域にあたっているが，その構成

岩類はやゝ変成度が進んだ岩類と思われる。

　珪礬質岩石および石灰質岩石

　黒色千枚岩　外観は古生界の双岩層中のものと非常によく類似している。微褶曲が

多くチリメン様にみえる所も多い。しかし双岩層中にみられるような非変成の黒色頁

岩はない。炭質物・絹雲母・石英・斜長石を主とした微細な結晶からなることが多

く，その 1 つ 1 つの判別は困難なことも多い。局部的にやゝ大形の再結晶粒がみられ，

また石英・斜長石の集合した部分がレンズ状にみられる所もある。

　珪質岩　珪岩～絹雲母片岩などであり，灰白色・白色・淡緑色・赤色などを呈し，

黒色千枚岩中に層状に介在し，剝理性がやゝ強い。鏡下ではおもに石英からなり，珪

岩は一般に炭質物を少量含み，赤色のものは赤鉄鉱を含み，時に緑泥石の細片を含む

ものもある。絹雲母石英片岩は西宇和郡宮内村枇杷谷西方などに露出し，緑簾石・紅

簾石・柘榴石・方解石などの微粒を含有している。

　結晶質石灰岩　黒色千枚岩層中に薄く介在していて，灰白色を呈し，片状をなし，

緑泥石の細片を含む。

　塩基性岩類

　川名津亜帯中の塩基性岩類には凝灰岩・片状輝緑凝灰岩が含まれる。緑色千枚岩状



を呈し，また時に片理に乏しく准片岩というべき性質のものもみられる。これらの岩

石中には，後から貫入した火成岩の影響で，変成作用によって片理を生じた部分もあ

り，またその貫入に関連して生じた曹達に富んだ熱水溶液の交代作用を受けた部分も

あるが，それらは野外で識別が困難な場合も多く，したがって分布範囲も不明確な場

合が多い。

　凝灰岩　本岩は双岩村水之元附近に局部的にみられ，野外で片理が僅かに認められ

る緑色，緻密の岩石である。鏡下にみれば，ガラス質凝灰岩 (vitric tuff) 質の岩石

で，ガラスのなかに形成された気泡間の壁の部分がこわれて，三日月形または凹形の

破片になったものが，集まって生じた特徴ある組織を示している。壁であった部分は

淡褐色で，やゝ緑色を帯びた緑泥石様の鉱物になっている。この組織は一部では押し

つぶされて，壁の破片が片理の方向にやゝ並んでいる所もある。壁以外の部分は無色

または淡緑色の緑泥石によって塡められ，そのなかに自形～半自形の普通輝石や，繊

維状または長柱状の無色の角閃石が存在し，また少量の自形，半自形の斜長石の結晶

がソシュール石化作用を受けたり，緑泥石に変わったりしている。

　片状輝緑疑灰岩　本岩の多くは緑色・緑紫色を呈するが，局部的には赤紫色のもの

がある。鏡下では凝灰岩質構造が僅かにみられ，輝石・斜長石の残晶を含み，緑簾石・

緑泥石・陽起石・曹長石の微細な結晶によって構成されている。

　II. 3. 2　八幡浜亜帯

　千丈断層の西側では，八幡浜市合田から五反田を経て国木にいたる線を境として，

川名津亜帯の北側に整合に NE-SW の走向で，北へ傾斜して分布し，北は八幡浜市の

向灘・高野地附近を通過する断層で川之石亜帯と接する。千丈断層の東側では，御荷

鉾構造線の直接北側に広く分布し，走向はほヾ E-W で北へ傾斜するが，図幅地域の北

限近くでは傾斜が緩くなり，北方の伊予長浜図幅地域内で向斜構造を呈し，断層で川

之石亜帯と接している。この区域の八幡浜亜帯は千丈断層の西側の区域に較べて分布

が広く，構造もやゝ異なっている。これは西側の区域では向灘 ― 高野地を通過する断

層によって欠如した部分が，東側では露出しているためと推定される。岩質は珪礬質

および石灰質の岩石と塩基性岩石とであり，前者には黒色千枚岩～黒色片岩・片状砂

岩・含礫片岩・結晶質石灰岩が含まれ，後者には片状輝緑凝灰岩・輝緑片岩が含まれる。
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　珪質岩および石灰質岩石

　黒色千枚岩ないし黒色片岩　黒色千枚岩は川名津亜帯のものとその性質は同様であ

るが，再結晶作用はやゝ進み，結晶は径 0.05 ～ 0.1mm の粒状を呈するものとなり，

片岩となった部分もみられる。本亜帯の黒色千枚岩・黒色片岩には，片状砂岩との中

間的な性質をもつものが相当互層しており，源岩は砂質頁岩と推定されるものが多い。

黒色千枚岩・黒色片岩のなかには，不規則なレンズ状に石英・斜長石が集合していて，

砂岩の性質をもつ部分がみられる。このレンズ状の部分は後述する含礫片岩の礫とそ

の性質を同じくするので，もとから礫状であったものかも知れないが，あるいは変動

の際に砂岩層がひきちぎられて，レンズ状に頁岩質の岩層中に入ったものである疑も

ある。

　珪質岩　絹雲母石英片岩の薄層が介在するが，量的には川名津亜帯におけるよりも

非常に少ない。たヾ黒色千枚岩・黒色片岩中に，非常に珪質な部分がしばしばみられ

る。本岩は石英を主とし，絹雲母・緑簾石・緑泥石・方解石などを少量含む。石英は

相当強い方向性をもって配列している。

　片状砂岩　八幡浜市を中心として，N75°E の走向で北へ傾斜する数多くの片状砂

岩層がみられる。千丈断層の東側でも大洲市保子野を中心として，N80°E の走向で

北へ傾斜して分布している。黒色千枚岩層と互層することが多く，肉眼で縞状構造が

みられるものが多い。微細な石英粒で固結され，炭質物・絹雲母・方解石・緑泥石な

どを含み，砕屑鉱物として石英・斜長石・輝石・ジルコン・チタン石・緑簾石などの

やゝ大形粒状の結晶が含まれている。炭質物と絹雲母とで形成された縞状の構造が，

砕屑鉱物をとりまくように流状にみられる。この縞状構造は全体としては片理の方向

に一致している。鏡下におけるこのような状態からも，片状砂岩は純粋な砂岩という

よりも，頁岩質を帯びたものであったことが知られる。

　含礫片岩　八幡浜市五反田の鉄道の切り割りから西方舌間にかけて含礫片岩層がみ

られ，その厚さは 7m 内外である。礫は扁平な楕円体で，長径 10cm 以下，短径 3

cm 以下のものが多い。礫質は砂岩・珪岩がほとんど全部を占め，火成岩源のものは

みられない。不規則な流状の黒色部が片理にほヾ平行にみられるが，この部分は粘板

岩質の礫が変形したものと思われる。黒色片岩中にレンズ状に，白色の石英質の部分

が含まれていることがある。このようなもののなかには変成作用の時期に分結したも
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のもあろうが，前述のようにひきちぎられた砂岩・珪岩などもあり，またもとから礫

として存在していたものもあったであろう。

　結晶質石灰岩　千丈断層の東側の黒色千枚岩・黒色片岩中に薄層として介在してい

る。喜多郡日土村川辻の石灰岩層は緩く南へ傾斜して露出しており，向斜の底部に近

い位置を占めている。石灰岩は一般に灰白色で片理をもち，絹雲母・緑泥石などの細

片が散在している。

　塩基性岩石類

　八幡浜亜帯中の本岩類は片状輝緑凝灰岩・輝緑片岩であり，いずれも黒色千枚岩・

黒色片岩中に介在している。川名津亜帯中の塩基性岩石類に較べて変成度はやゝ高い

が，やはり再結晶度は低く，鉱物は細粒で，外観も准片岩という方が適当なものもあ

る。

　片状輝緑凝灰岩　緑色・緑紫色を呈し，片理をもった細粒の岩石で，凝灰岩質構造

を示し，輝石・斜長石の残晶を残し，緑簾石・緑泥石・陽起石・曹長石の微細な結晶

によって構成されている。この種の岩石のなかには，外観は輝緑凝灰岩と同様で区別

は困難な場合が多いが，主として陽起石によって構成された陽起石片岩というべき岩

石が，薄層としてみられることがある。繊維状の無色または淡緑色の陽起石が並列し，

普通輝石が散在し，緑泥石が不規則な形で全体に拡がっている。

　輝緑片岩　本岩は片理が明瞭でなく，やゝ緻密，塊状で，緑色～濃緑色を呈し，緑

簾石緑泥石曹長石片岩というべきもので，鏡下では輝石・緑簾石・緑泥石を主成分と

し，曹長石・陽起石がやゝ多量にみられ，黝簾石・ジルコン・チタン石・磁鉄鉱・方

解石などを伴ない，時に藍閃石・無色角閃石を伴なう。輝石は残晶としてやゝ大形の

粒状のものであるが，他の鉱物は細粒で，再結晶はあまり進んでいない。本岩は緑簾

石・緑泥石・曹長石などの脈によって，また時には石英脈によって貫ぬかれている。

　II. 3. 3　川之石亜帯

　本図幅地域では千丈断層の西側のみに現われ，東側では北隣伊予長浜図幅地域にみ

られる。本亜帯の南側は八幡浜市向灘 ― 高野地を通る断層で八幡浜亜帯と接し，同断

層以北の全域が本亜帯によって構成されている。N65 ～ 80°E を一般走向とするよう

であるが，ほとんど水平に分布し，色々な力向に波打っているため，場所によって走
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向はかなりまちまちである。傾斜も一般に南または北へ緩く傾いているが，波打って

いるためこれもまちまちである。

　川之石亜帯は緑色片岩の厚層からなり，そのなかに薄い黒色片岩と石英片岩とを挾

んでいる。石英片岩の上・下盤と考えられる層位に，層状含銅硫化鉄鉱鉱床を胚胎し

ている。

　地質図においては，本亜帯の緑色片岩を 2 色に分けて着色してある。それは石英片

岩の下位と上位とに分けたためで，岩質的な差異は認められない。

　珪礬質および石灰質岩石類

　黒色片岩　本岩の薄層が緑色片岩中に 2 層介在している。1 層は比較的下部で，石

英片岩層の下位にあり，川之石町北東および北方において，南へ緩く傾斜して露出す

るほか，伊方村亀浦附近に断層で切れてその一部が露出している。他の 1 層は上部に

あって川之石町西方，雨井町 ― 大浜間および町見村女子岬に露出している。鏡下では

再結晶が進んで完全に再結晶した鉱物からなり，結晶は 0.05 ～ 0.1mm の大ききに

なっている。炭質物・絹雲母・石英・斜長石を主とし，緑泥石・方解石などを含んで

いる。黒色片岩中には，不規則なレンズ状に石英・斜長石の集合した部分がみられる。

その部分は岩質的には砂岩の性質をもち，石英脈としての性質のものではないものが

多い。

　珪質岩　緑色片岩中に 1 層，20 ～ 50m の厚さで波打ちながらもほヾ水平にみられ

る。本岩層の大部分は赤鉄石英片岩で，暗赤色を呈するものが多い。石英粒は完全に

再結晶しており，そのなかに赤鉄鉱・紅簾石・絹雲母・方解石などの細粒結晶が散在

している。石英粒の配列の方向性は相当強い。

　塩基性岩石類

　輝緑片岩・陽起石片岩などで，一般に緑色片岩といわれているものである。川之石

亜帯のほとんど全部がこの岩石によって構成されている。

　輝緑片岩　本岩はやゝ緻密，塊状を呈し，普通輝石の残晶を含み，緑簾石・緑泥石・

無色角閃石などを主とし，斜黝簾石・曹長石を伴なっている。時にやゝ青味を帯び藍

閃石を伴なうものがみられる。八幡浜亜帯中のものと同様に，緑簾石・緑泥石・曹長

石・石英などの脈によって貫ぬかれている。曹長石脈は部分的に切れてレンズ状とな

り，また流状を呈したり，あるいは曹長石が集合した微細なレンズ状部が散点する場
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合がある。そのなかには緑簾石などが捕獲されている。このような部分は点紋に近い

性質を示しているが，完全な点紋と思われる曹長石は認められない。

　陽起石片岩　輝緑片岩中に薄層として挾有され，その分布は局部的である。無色の

繊維状の陽起石の小結晶が片理方向に並列し，その間に板状の陽起石の大形結晶や曹

長石・緑泥石が散在している。

II. 4　中 生 界

　八幡浜および伊予高山両図幅地域に分布する中生界は，岩質および構造によって三

島層・枝浦層・大浦層・奥浦層・高島層・真穴層の 6 層に分けられる。

　II. 4. 1　三 島 層

　本層は八幡浜図幅地域の南東部，すなわち西宇和郡三島村谷平の南東方，および東

宇和郡宇和町野田の南方の僅かの区域に分布し，前者においては，北および南辺は古

生界の石城層および俵津層に断層で接しており，西辺は俵津層に断層で接している。

後者においては，北および南辺は古生界の石城層および俵津層に断層で接している。

本層は粘板岩・砂岩・礫岩および石灰岩からなる。一般に地層は E-W 性の走向を

有し，北へ傾斜している。地層は断層附近においては著しく擾乱している。

　構成岩石記載

　粘板岩　暗灰色を呈し，風化すると茶褐色を呈する。細片に割れる性質がある。

　砂岩　暗灰色を呈し，一般に中粒で，堅硬である。風化すると黄褐色を呈する。

　礫岩　緑色チャートの角礫を含有し，また黒色粘板岩の破片を含有し，基質はアル

コーズ砂岩である。礫の径は 5 ～ 15mm 内外である。また珪質礫岩のこともある。

　石灰岩　灰白色を呈し，風化すると茶褐色を呈する。比較的に割れ易い性質がある。

下記の珊瑚化石等はこの石灰岩中に含有される。

　地質時代

　 阿 部 治 朗 16) の 報 告に従えば，石 灰 岩から六 射 珊 瑚 Enallhelia sp., Stylina sp.,

Stylosmilia sp., Diplaraea sp., Thamnasteria sp., Meandrarea sp., Latomeandra

sp. お よ び 腕 足 類 Terebratula sp., Ligula sp. を産出し，本 層 は ジ ュ ラ 紀 後 期 の
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鳥ノ巣層群に対比されている。

　II. 4. 2　枝 浦 層

　本層は伊予高山図幅地域の北東部において，俵津層の南側にいわゆる糸川 - 仏像構

造線を境として，狭長な地帯を占めて分布する。すなわち東宇和郡俵津村新田および

枝浦附近においてみられる。本層の南部には整合と考えられる関係で大浦層が分布す

る。本層は粘板岩および砂岩からなり，石灰岩の小さな団塊を含有する。北部の糸川 -

仏像構造線に沿う地帯においては，著しい擾乱帯を形成している。地層は一般に E-W

性の走向を有し，北へ傾斜している。

　構成岩石記載

　砂岩　灰緑～暗灰色を呈する。堅硬である。

　粘板岩　黒色を呈し，風化すると暗灰～茶褐色となり，細長い小片に割れる性質を

もっている。剪断作用を受けている部分もある。砂質粘板岩の介在により層理は明瞭

である。

　石灰岩　粘板岩中に直径 5 ～ 10cm の団塊としてみいだされているものであり ( 第

10 図 )，多少砂質を帯び灰白色を呈する。

第 10 図　東宇和郡俵津村脇東方附近でみられる石灰岩団塊
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　地質時代

　本層は西南日本外帯の糸川 - 仏像構造線以南に分布する四万十層群の一部に対比で

き，なかでも本層は鳥ノ巣式石灰岩の団塊を含有するもので，四万十層群の西川層に

ほヾ相当するものと考えられ，その地質時代はおそらくジュラ紀であろう。

　II. 4. 3　大 浦 層

　本層は伊予高山図幅地域の北東隅において，枝浦層の南に，一部では俵津層の南に

分布している。砂岩および粘板岩の互層からなる地層である。一般に地層の走向は

N60 ～ 85°E を示し，傾斜は 50 ～ 75°N を呈する。南方に分布する奥浦層との関係は，

7 万 5 千分の 1 地質図幅「卯之町」3) によれば断層であると推定されている。俵津層

とは糸川 - 仏像構造線によって境される。

　構成岩石記載

　砂岩　灰緑色を呈し，風化すると黄褐色を呈し，殊に海岸の露出において海水に洗

われた砂岩は，黒～茶褐色を呈する。砂岩は一般に塊状を示すが，薄い黒色粘板岩の

介在によって明瞭な層理を示すことが多い。多くの節理をもっており，局部的に小褶

曲を構成する ( 第 11，12 図 )。不定の方向に割れ易い。中粒～細粒で，石英の結晶粒

第 11 図　東宇和郡俵津村小大崎鼻附近の砂岩



をもち，黒色粘板岩の 2 ～ 5mm の小破片を含有する ( 第 13 図 )。時に砂質粘板岩と

互層することがある。互層は一般に数 cm ～ 1m 以内ごとの細互層をなすものである。

また，黒色粘板岩の 7 ～ 10cm のレンズをもつことがあり，幅約 2mm の方解石脈を

有することがある。

　粘板岩　黒色を呈し，風化すると茶褐色を呈し，細かく割れる。粘阪岩は薄い砂岩
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 層と帯状に互層し，層理が明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 瞭である。しばしば砂岩の団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 塊を含有する ( 第 14 図 )。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地質時代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 本 層 は 西 南 日 本 外 帯 の 糸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 川 - 仏像構造線以南に分布す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 る四万十層群の一部に対比で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き，なかでも本層は岩質およ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 び構造的位置によって，四万

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十層群のうち東川層にほヾ相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 当するものと考えられ，その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地質時代はおそらく三畳紀前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 後に相当するであろう。

        第 14 図　東宇和郡俵津村脇南方附近の粘板岩

　II. 4. 4　奥 浦 層

　本層は伊予高山図幅地域の中東部，すなわち東宇和郡喜佐方村西部および奥南村に

分布している。砂岩および粘板岩の互層を主とし，礫岩および石灰岩を挾有する。互

層の状態は大浦層とよく類似するが，岩石は大浦層に較べてより軟弱で低地形を呈す

る。また節理の発達が乏しい。局部的に地層の擾乱が著しい ( 第 15，16 図 )。一般に

地層の走向は N50 ～ 85°E を示し，傾斜は 40 ～ 75°N を呈する。

　構成岩石記載

　粘板岩　黒～暗灰色を呈し，風化すると茶褐色を呈する。淡緑～紫色の凝灰質頁岩

( 風化し易く，脆く，また風化すると赤～茶褐色に変化する ) を挾有する。また薄い砂

質頁岩～砂岩を帯状に挾み，層理は明瞭である。部分的に剪断作用を受け，板状に剝

げ易い性質がある。

　砂岩　緑灰色を呈し，風化すると黄褐色を呈する。堅硬，緻密で，石英粒に富み，
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黒色頁岩の小破片を有する。黒色粘板岩の薄層を挾有し，また局部的に炭質物を挾有

する。石材として切り出されているところがある。

　礫岩　奥南村南君附近に薄い礫岩層があり，赤色，乳白色，暗灰色～緑色のチャー

トの礫に富み，基質は砂岩である。

　石灰岩　奥南村南君附近において黒色粘板岩中に小レンズとして胚胎する。暗灰色

を呈し，多少砂質のこともある。

　地質時代

　本層は卯之町図幅 3) における安芸川統の西方延長に相当する。また工藤晃の調査 9)

による白堊紀後期 ( ギリヤーク，浦川統 ) の南予層群の西方延長に相当するものと信

ずる。

　II. 4. 5　高 島 層

　本層は八幡浜図幅地域内の西宇和郡三島村西方海上のミツクリ島・小高島および高

島に分布する。礫岩・砂岩および粘板岩によって構成され，石灰質砂岩～石灰岩の小

レンズを随伴する。砂岩～礫岩は山稜を形成し，粘板岩は低地形を形成する。高島で

は地層の走向は N75°E を示し，傾斜は 50°N を呈する。

　構成岩石記載

　粘板岩　暗灰～黒色を呈し，砂岩とともによく成層し，層理明瞭である。時に石灰

質団塊を含有する。

　砂岩　砂岩は単独にやゝ厚い層をなし，あるいは粘板岩と互層をなしている。また

しばしば粘板岩のなかにレンズ状に介在することがある。砂岩は灰白色を呈し，風化

すると灰白～茶褐色を呈する。石英粒に富んでいる。粘板岩との互層においては，砂

岩 1 ～ 15cm，粘板岩 1 ～ 2cm，ないし砂岩 50 ～ 100cm，粘板岩 10cm の細互層を

なしていることが多い。時に砂岩に挾まれて不規則に粘板岩が入っていることもある

( 第 17 図 )。

　また砂岩はしばしば灰白色の石灰質砂岩ないし不純の石灰岩の小レンズを随伴し，

方解石脈に富んでいる。

　礫岩　本層上部の砂岩中に厚さ 30 ～ 50cm で介在する。礫岩の礫はその直径が時に

20 ～ 40cm に及ぶこともあるが，一般に 2 ～ 10cm を常とする。小礫は約 5mm で
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第 17 図　西宇和郡三島村ミツクリ島における砂岩中の粘板岩

ある。礫の質は玢岩・砂岩・輝緑岩・黒色頁岩・花崗岩・チャートおよび石英質岩石

であり，なかでも花崗岩および黒色頁岩が非常に豊富である。

　地質時代

　化石を発見していないので，本層の地質時代を証することはできないが，岩相から

中生界に属するものであろう。

　II. 4. 6　真 穴 層

　本層は八幡浜図幅地域中南

部の西宇和郡真穴村，同村の

地大島および二木生村附近に

分布し，その周辺は蛇紋岩に

よって貫入されている ( 第 18

図 )。古生層との関係は不明

である。岩質は砂岩を主とし，

粘板岩を挾有する。層理は粘

板岩を挾有する部分に限って

明瞭である。地層は一般に擾

乱 が 少 な く，ENE-WSW の



27

走向を有し，背斜および向斜構造を繰返している。

　構成岩石記載

　砂岩　石英質で灰白色を呈し，堅硬，緻密である。

　粘板岩　黒色を呈し，時に千枚岩質のこともある。

　地質時代

　化石を発見することができなかったが，岩相からみて本層は中生界に属するものであ

ろう。しかしながら高島層とは岩相を異にする。

 II.  5　火 成 岩 類

　八幅浜図幅地域内には角閃石岩・輝緑岩・斑粝岩などの塩基性火成岩類が分布し，

一部にその変成相の角閃片岩その他がみられる。また超塩基性岩として橄欖岩および

蛇紋岩がある。

　II. 5. 1　角閃石岩および角閃片岩

　長瀞変成帯中の川名津亜帯の分布する地域にみられ，肉眼的に他の緑色岩類と区別

することは難しく，その分布区域は明白でない。塊状の部分と片状の部分とがあり，

時に角閃石の 5mm 大の斑晶がみられる。角閃石のほか，緑簾石・緑泥石・斜長石・

曹長石・磁鉄鉱・チタン石などを含んでいる。

　八幡浜市川舞の道路に蛇紋岩とともに露出する角閃石岩は，淡緑色の多色性の弱い

角閃石の自形結晶で構成され，磁鉄鉱の粒状結晶が角閃石結晶の間隙を塡め，時に角

閃石結晶中に取りこまれている。

　西宇和郡川上村川名津西方の山背に露出する角閃片岩は片状を呈し，陽起石質の淡

緑色角閃石が主成分となり，緑簾石・緑泥石やチタン石が含まれている。曹長石脈が

片理を切って貫ぬき，角閃石の破片を取りこんでいる。

　地大島の西端に近い断層に沿って小規模に露出する角閃片岩では，陽起石の板状の

結晶が繊維状の陽起石中に散在し，片理方向に並列している。
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　II. 5. 2　輝緑岩および斑粝岩

　古生界を変質させた変成作用継続中またはその直後に貫入し，継続中の変成作用・

交代作用で部分的に変成されている。野外では草緑～暗緑色を呈し，一般に塊状を示

しているが，片状の部分も認められ，図幅地域内の凝灰質岩起源の緑色片岩・緑色准

片岩と区別し難い部分も多い。比較的微晶質のもの ( 輝緑岩質 ) が多く，粗晶質のも

の ( 斑粝岩質 ) も存在するが，両者は密接に伴なっている。エヂリン輝石・普通輝石

を多量に含み，角閃石・斜長石などを残存鉱物としてもつこともある。普通は輝石・

緑簾石・曹長石・緑泥石・黝簾石・透角閃石・陽起石・藍閃石・蛇紋石・チタン石・

リューコクシン・鉄鉱物などが組み合って構成されている。輝石は透輝石質またはエ

ヂリン輝石質で，多くは無色，一部は淡褐色または帯緑色を呈する。時にオフィティ

ック構造の石基のなかに 0.7mm 内外の自形～半自形の結晶としてみられる。周辺部

はウラル石・透角閃石，時に藍閃石に変化している。

　八幡浜市滝山南方に露出する斑粝岩は輝緑岩質岩石の一部分を構成し，塊状を呈す

る輝石斑粝岩で，斜長石はソーシュル石化作用を受けているが，双晶の状態が残って

いる。副成分鉱物として，緑色またはやゝ褐色の角閃石や陽起石・緑泥石・曹長石・

鉄鉱などがみられる。角閃石の周囲は時に青色を帯び，藍閃石質になっている。

　西宇和郡川上村川名津附近に広く分布する岩体は，斑粝岩質の部分を主とし，輝緑

岩質の部分を伴なう。全体は塊状で，片状構造がみられる部分は局部的で，きわめて

少ない。主成分鉱物は普通輝石・エヂリン輝石・無色角閃石およびソーシュル石など

であり，緑泥石・黝簾石・蛇紋石などが伴なわれている。斜長石がソーシュル石化し

た部分では，斜長石の原形はほとんど認められず，双晶も認められない。他形の角閃

石の周囲が，蛇紋石様の鉱物で取り囲まれているものがある。同村真網代の北側に細

長く露出する部分は，普通輝石・陽起石・ソーシュル石化した斜長石を主成分鉱物と

し，蛇紋石・緑泥石・鉄鉱などを少量含有している。

　西宇和郡大島の南部と三王島とには，変斑粝岩が露出している。この岩石は輝石を

ほとんど含まず，やゝ濃い緑色の角閃石と，原形を保ってはいるが全体が著しくソー

シュル石に変化した斜長石とを主成分とし，鉄鉱石・緑泥石を含有している。全体に

わたって，石英・斜長石などを生成させた熱水溶液の侵入を受け，外見は閃緑岩のよ
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うになった部分があり，鏡下では角閃石はポイキリティックな形態をとり，石英は時

に波状消光を示すが，斜長石とともにきわめて新鮮で，角閃石を取りこんでいる場合

が多い。本岩の北端は断層で境されて，八幡浜亜帯の黒色千枚岩層に接しているが，

この断層に近い部分では，本岩は著しく破砕作用を蒙り，圧砕岩のような岩相を示し

ている。

　西宇和郡双岩村谷西方に，小岩株としてみられる火成岩体は輝緑岩質であって，変

質を受けている部分が多い。細粒で輝石・陽起石質角閃石・ソーシュル石化した斜長

石を主成分鉱物とし，緑泥石・鉄鉱を含み，曹長石および石英の細脈によって貫ぬか

れている。

　II. 5 3　橄欖岩および蛇紋岩

　変成相の地域のほヾ中央部以南に塩基性火成岩体に伴なって，または単独に露出し

ている。橄欖岩は暗緑色で緻密，堅硬，塊状であるが，蛇紋岩化作用を蒙り，緑灰色・

灰色に変化して脂感を生じて軟弱となり，所により片状を呈する。主成分鉱物は橄欖

石・透輝石質の普通輝石で，劈開に沿って磁鉄鉱が生成している。蛇紋岩化作用によ

って生成した鉱物は，チタン石・アンチゴライト・クリソタイル・透角閃石・滑石・

黝簾石・鉄鉱などである。蛇紋岩の露出に近い部分の変斑粝岩や変輝緑岩の一部は，

蛇紋岩迸入の影響によって蛇紋岩化作用を受けて変質したり，またそれらの岩石中に

は，迸入の影響によって生成したと思われる曹達を含んだ鉱物がみられる。

II. 6　第 四 系

　八幡浜および伊予高山両図幅地域に分布する第四系は，更新世の段丘堆積物および

現世の冲積層に分けられる。

　II. 6. 1　段丘堆積物

　段丘堆積物は八幡浜図幅地域の北東隅の大洲市附近に分布し，長瀞変成岩類に由来

する砂・礫・粘土からなっている。
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　II. 6. 2　冲 積 層

　冲積層は八幡浜および伊予高山図幅地域の処々に分布し，なかでも東宇和郡宇和町

周辺の冲積層は最も広域を占めている。冲積層は砂・礫・粘土からなり，礫には長瀞

変成岩類・古生界・中生界および火成岩類に由来するものが多い。

II.  7　地 質 構 造

　八幡浜および伊予高山両図幅地域における古生界および中生界の各層は，互に構造

線によって境することが多い。地層と構造線との関係は下記の通りである。

　

　なお，上記の構造線のほかに，地質図にみられるように地層を縦断するいくつかの

断層がある。

　II. 7. 1　古生界の地質構造

　長瀞変成帯と双岩層との間はいわゆる御荷鉾構造線によって境される。殊に双岩村

近辺では御荷鉾構造線は南下して，両岩層の走向を横断する方向をとり，両側の岩相

を明瞭に区分している。

　双岩層は一般に N60 ～ 70°E の走向を有し，おゝむね北へ傾斜するが，しばしば南

へも傾斜し，小背斜・小向斜を形成している。したがって地層の厚さは算定し得ない。

　石城層と双岩層とは整合であると考えられるが，部分的には断層で境されている。

　石城層は緩傾斜の簡単な構造をなし，殊に堂所山を中心として水平に近い地層がみ

られる。
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　俵津層と石城層とは地蔵屋敷断層によって接する。この境の一部には，断層に挾ま

れて鳥ノ巣層群に対比されるジュラ紀の三島層が介在している。俵津層は N60 ～ 70°

E の走向をもち，おゝむね北へ傾斜していて，おそらく単斜構造をしているのであ

ろう。

　俵津層の南辺はいわゆる糸川 - 仏像構造線で限られていて，その南に分布する中生

界の枝浦層，一部では大浦層に接している。

　古生界の地質構造のうち石城層が緩傾斜，一部において水平層をなしていることは，

西南日本外帯の中・古生界地域の地質構造として，他にあまり例のないことである。

　糸川 -仏像構造線

　西南日本外岩において，秩父地帯と四万十地帯との境をなす構造線は糸川 - 仏像構

造線と呼ばれているが，伊予高山図幅地域において，俵津層と枝浦層とを境する大構

造線はこれにあたる。この図幅地域では構造線はその附近の俵津層と枝浦層とをとも

に擾乱して，著しい擾乱帯をつくっている。この擾乱帯は，俵津村脇から地域外の卯

之町へ行く道路に沿ってよく観察される ( 第 19 図 )。

　II. 7. 2　長瀞変成帯の地質構造

　長瀞変成帯においては，変成作用以前に存在した構造要素 ( 褶曲・断層 ) は全く不

明であり，現在みられるものは，変成作用の継続中またはその後に生成したものであ

る。

　断層　この地域では，長瀞変成帯と双岩層との間に顕著な構造線がみられる。した

がってこの構造線は，一般に御荷鉾構造線といわれているものに一応該当する。御荷

鉾構造線は，一般には変成相と非変成の古生界との間に存在する断層と考えられてい

るが，この地域の双岩層は軽微な変成作用を蒙っていて非変成の古生層ではないから，

御荷鉾構造線は変成相のなかを通過しているといえる。御荷鉾構造線を含めて，この

附近の地層は千丈断層によって切られている。御荷鉾構造線の位置とその性質とをみ

ると，千丈断層の東側ではほヾ直線的に走っており，断層面は N75°E の走向で傾斜

は北へ 70° 内外と思われる。この構造線の好露出はみいだされず，明確でないが，

断層附近の岩石の擾乱の様子などからみると，北西側からの衝上断層であると思われ

る点が多い。千丈断層の西側では，御荷鉾構造線は N-S の方向から弧を画いて SW
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第 19 図　東宇和郡俵津村脇東方における糸川 - 仏像構造線附近の地質略図 ( 伊予高山図幅地域内 )

へ向かっている。構造線を挾む 2 地域すなわち双岩層と川名津亜帯との地域では，そ

の変成度はあまり差異がないと思われるが，岩質的には非常に差異がみられる。断層

の好露出はないが，断層附近の岩層の擾乱の様子をみると，この地域でもやはり北西

側からの衝上らしい様子を示している。衝上の傾斜角は 50° 内外であろう。

　千丈断層も図幅地域内で明瞭な露出は見られず，その性質は明白でない。しかしな

がら，千丈断層の東西両側における御荷鉾構造線の水平移動は約 300m であるが，

構造線の方向は著しく転換しており，また御荷鉾構造線の北側には，断層の西側では

川名津亜帯があるのに東側ではその地層がみられず，さらに八幡浜亜帯の幅が東側で

は西側の 2 倍近くもあるというような諸事実から，千丈断層は比較的大規模な断層で，

変位は水平の方向よりもむしろ垂直方向に大きいように思われる。

　八幡浜市街地北方の向灘・高野地附近を通る断層，すなわち川之石亜帯と八幡浜亜

帯との間の走向断層は，局部的な褶曲の烈しい両層間にあるので，これもその性質は



明白でない。八幡浜市北側の県道では，両層が整合の関係にあると思われる地点さえ

みられるが，両層の境界附近を向灘から高野地まで追跡しつゝ観察すれば，傾斜方向

が逆である点の多いこと，走向も斜交する場合が多いことなどの理由で，断層と推定

する方が妥当と思われる。

　川之石亜帯中には，主要なものとして数本の断層が推定される。いずれも珪質の片

岩や層状含銅硫化鉄鉱鉱床の変位から推定したものであるが，これらの断層は垂直方

向の変位は小さく，水平方向の変位が大きいもののようである。

　褶曲　川名津亜帯は数多くの火成岩帯によって貫入されていて，原構造は局部的に

非常に乱されている。走向はおゝむね E-W 方向を保ってはいるが，傾斜が著しく

乱されているため，地層の層序的な関係は不明な所が多い。八幡浜亜帯は北へ傾いた

等斜構造を示し，地層の連続性も強い。千丈断層の東側の地域では，北部に向斜構造

が現われている。川之石亜帯では，緑色片岩の厚層の中部に露われている珪質片岩と，

含銅硫化鉄鉱鉱床とがある程度の鍵層となり，それによって構造が察知される。川名

津・八幡浜両亜帯とは著しくその構造を異にし，川之石亜帯は全体として緩い波状の

構造を呈している。このような構造のなかにあって，西宇和郡宮内村大峠附近には，

N75°E の方向の軸をもった緩やかな背斜がみられ，その背斜構造は西方へ連続して

町見村附近にもみられる。地層の分布や鉱床の賦存状態からみると，背斜軸はほとん

ど水平ながら西方へ緩く傾き，一般の線構造もこの軸にほヾ平行しているようである。

　II. 7. 3　中生界の地質構造

　八幡浜および伊予高山両図幅地域における中生界の地質構造は，古生界の地質構造

に較べて簡単である。

　三島層は古生界の石城層および俵津層の間に挾まれて，両層とは断層関係にあり，

北へ傾斜する単斜構造である。枝浦層は糸川 - 仏像構造線によって，北側に分布する

古生界の俵津層と境され，本層の南側に分布する大浦層とともに，北へ傾斜する単斜

構造を示す。奥浦層はおゝむね北へ傾斜しているが，部分的に南へ傾斜することもあ

る。高島層は北へ傾斜する単斜構造を示し，真穴層は背斜および向斜構造を繰返して

いる。

33
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Ⅲ. 応 用 地 質

　八幡浜および伊予高山両図幅地域に分布する鉱床としては，含銅硫化鉄鉱鉱床・マ

ンガン鉱床・石灰石鉱床・苦灰岩鉱床・クロム鉱床がある。

III.  含銅硫化鉄鉱

　長瀞変成帯の川之石亜帯中には，いわゆる別子式の層状含銅硫化鉄鉱鉱床が多数分

布している。調査当時 (1954 年 2 月 ) 稼行鉱山が 10 カ所に近く，そのほか入坑可能

な旧坑も処々に多数散在していた。しかしながらこれらの鉱山はいずれも小規模で，

大峯・大内などの鉱山がやゝみるべきものである。

　これらの鉱山を含む当地方の地質・鉱床については，木村正・小村幸二郎 20) その他

によって詳細に記載されている。

　本地域内に分布する鉱床を地形図上に落せば，区域内にほヾ等高の位置を占めて広

く散点する。川之石亜帯では地層はほヾ水平に近い状態で分布しているから，鉱床が

ほヾ同一層準にあることがわかる。局部的には緩やかな背斜・向斜はみられても，そ

れらの軸はほヾ水平であって，きわめて緩く西方へ傾いている場合があるのみである。

地塊運動の結果生じた断層によって，地域内はいくつかの地区に分かれているが，こ

れらの断層は地塊ごとの地層の分布状態からみると，垂直方向の転位は少なく，水平

方向の移動が大きいと思われ，地塊は東部のものが西部のものに較べて，僅かではあ

るが相対的に落ちている。

　鉱床は川之石亜帯の緑色片岩のなかに，ほヾ片理に平行に胚胎していて，緑色片岩

のなかに介在する特徴的な赤鉄石英片岩層の下位 200m，ないし上位 100 ～ 200m 以

内に分布している。母岩の線構造はほヾ鉱体の落しの方向と一致し，また一般に褶曲

軸の傾きの方向に一致している。鉱体は扁平なレンズ状を呈し，母岩の緑色片岩とは

鉱染状のガリ鉱を経て漸移している。鉱石は黄鉄鉱を主とし黄銅鉱を混えたものであ

るが，緑色片岩を挾む縞状鉱が多い。
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　地域内の鉱床は第 2 次大戦中銅品位の良好な部分を採掘したため，現在は硫化鉱と

して採掘しており，銅鉱となる部分はきわめて少ない。銅鉱の品位は 1% 前後である。

次に現在 (1954 年 2 月 ) 稼行中の鉱山について略記する。

　①註 1)足成鉱山

　西宇和郡三机村足成にある。休山中であったが最近ふたたび探鉱に着手した。母岩

の片理の一般方向は N60°E で，南または北へ 30° 内外傾き，波状を呈している。線

構造の方向は N70°E で西方へ 20° 内外傾斜している。鉱床は緑色片岩中に胚胎し，

おそらく赤鉄石英片岩層の上位 200 ～ 300m 附近にあると思われる。おもに縞状鉱か

らなり，厚さ約 2m，その下部に約 10cm の緻密な鉱体がある。銅品位は低い。

　②　町見鉱山

　西宇和郡町見村九町にある。附近には九町鉱山と呼ばれる小鉱山や旧坑が多数みら

れる。おそらく赤鉄石英片岩の上位 100m 附近に位置するものであろう。走向は一

般 に N60°E な い し E-W で， 線 構 造 は N80°W の 方 向 で 約 20°W 傾 斜 し て い る。

縞状鉱 ( 約 30cm) と 5cm 内外の黄鉄鉱との鉱体がある。上鉱の銅品位は 4 ～ 5%

で，硫化鉱は 30% 内外の S を含んでいる。

　③　成安鉱山

　西宇和郡伊方村川永田の南方にある。赤鉄石英片岩層の上位約 30m の緑色片岩中

にあり，波状を呈しているが，全体としては N40 ～ 60°E の走向で約 30°NW 傾斜し

ている。鉱床は 2 枚𨫤からなり，上盤𨫤といわれるものは最厚 10cm で緻密な黄鉄鉱

鉱体であり，その下に母岩中に縞状になった硫化鉱が最厚 2m 内外あって，その下方

に下盤𨫤と呼ばれる 5 ～ 10cm の緻密な鉱体がある。黄鉄鉱・黄銅鉱を主とする上鉱

は銅品位 6 ～ 10% で，硫化鉱の S 品位は 25 ～ 30% である。

　④　大峯鉱山

　西宇和郡川之石町西方約 5km にある。大峯本坑は休山中であるが，南・久山・大

久保・新高などの諸坑は探鉱を実施している。鉱床は緑色片岩を母岩とし，層位的に

は赤鉄石英片岩層の約 300m 上位にあたる。母岩は走向 N60 ～ 80°W で 30 ～ 50°S 傾

斜し，線構造は N70°W で 20°W 傾斜している。鉱体の延長は 300m に達すると

________________

　註 1)　この数字は地質図中において同鉱山の位置を示す。以下同様
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いう。品位は概して低い。

　⑤　大平鉱山

　大峯鉱山本坑の南方約 1km にある。大峯鉱山とほヾ同じ層位であるが，あるいは

やゝ上位にあたるものかもしれない。走向 E-W で 40° 内外南へ傾斜している。鉱

体は縞状鉱からなり，厚さ平均 60cm であり，5cm 内外の緻密な上鉱を挾む部分が

ある。その部分の銅品位は 5% であり，縞状鉱の S 品位は 15% 内外である。

　⑥　大内鉱山

　西宇和郡宮内村舟来谷にある。本坑のほか，高手坑・梶谷坑・永坂坑・大森坑など

が含まれる。赤鉄石英片岩層の下位約 50 ～ 100m から，上位 200m 附近の層準に

あたっている。大部分が緑色片岩を母岩とする。母岩は緩い波状構造を呈し，そのた

め走向・傾斜はまちまちであるが，全般的な走向は N60°E 内外であろう。線構造は

N70°E で西方へ 15° 内外傾斜している。鉱石は黄銅鉱を僅かに含む黄鉄鉱と緑色片

岩を挾む縞状鉱とである。一般に銅品位は 1.0 ～ 1.5%，S 品位は 25 ～ 30% である。

　⑦　上の山鉱山

　西宇和郡日土村にある。長く休山中であったが，最近旧坑の整理に着手した。赤鉄

石英片岩層のすぐ上位にあたっている。坑内では 2 枚の赤鉄石英片岩 ( 厚さ，上層は

約 30cm，下層は 60cm) の間に，最厚 30cm 位の縞状鉱が挾まれているものである。

品位は低い。

　⑧　柳谷鉱山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　　　　　2
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　西宇和郡喜須来村須川にある。赤鉄石英片岩層の上位約 150m にあたる。緑色片

岩を母岩としている。母岩は波状を呈するためその走向・傾斜は一定でない。線構造

は N80°E で西方へ 15° 傾斜している。黄鉄鉱の縞状鉱が 5cm 幅でみられる。

　上記の川之石亜帯以外の長瀞帯にも，第 2 表のような含銅硫化鉄鉱が知られている。

III. 2　マンガン鉱 ( 林昇一郎記述 )

　八幡浜および伊予高山両図幅地域内，特に予讃線の南西側の地域には多数のマンガ

ン鉱床が分布する。本地域のマンガン鉱床群の主要部分は東部に隣接する卯之町図

幅地域内にあって，「野村地区」といわれるやゝ著名なマンガン鉱床群の西方の延長

にあたるものとみられる。調査当時稼行中のものは 4 ～ 5 を数えるにすぎなかったが，

こゝには確認したものについて記載する。

　鉱床は古生界の双岩層・石城層・俵津層のいずれにも賦存し，鉱床を胚胎する層準

は数層準にまとめられるようである。鉱床はいずれも珪岩に伴ない，その構造にほヾ

平行的に胚胎し，類似したものが多い。卯之町図幅地域では，マンガン鉱床は一応北

傾斜で単斜構造を呈するのに対して，本地域内では褶曲構造をなしているのが認めら

れる。緩傾斜のものも多く，したがって開発にあたっては，比較的浅い試錐探鉱が有

効であろう。鉱石は地表近くに二酸化鉱と，深部には各種の炭満・珪満がみられる。

　次に下位層中のものからそれぞれの鉱床の特徴と概要を説明する。

　　　　　表

.
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　双岩層中のマンガン鉱床

　双岩層は古生層中のマンガン鉱床の最北の群を含み，鉱床は 2 層準に胚胎するよう

である。上位層準の鉱床 ( 例えば中津川鉱床 ) は上盤に石灰岩を断続的に随伴し，下

位層準の鉱床 ( 例えば大双鉱床 ) は赤色珪岩を伴ない，ともに規模のあまり大きいも

のは知られていない。

　石城層中のマンガン鉱床

　石城層の構造は一般に緩傾斜であるため，旧坑・露頭は地形図上では鉢巻状に多数

みられる例がある。

　南部の山田・堂
どうどころやま

所山附近に密集する 20 余の鉱床群は，ほヾ 1 つの層準にまとめ

られるようで，いずれも板状珪岩を母岩とするが，珪岩の発達は東方の野村地区に較

べて一般に劣っている。地表近くの富鉱部の多くは一応採掘済みであるが，既知鉱床

の中間地域にはなお潜在する鉱体が見込まれよう。
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　北部には岩木・伊延の鉱床が知られるが小規模である。

　俵津層中のマンガン鉱床

　俵津層においてはおもな 2 つの層準が認められるようで，北部の蔵
くらぬき

貫・南
な ん よ

予両鉱床

を連ねる層準は比較的優勢であって，蔵貫鉱床は西宇和郡下では最大のものであった

といわれる。南部の鉱床は高山地区の石灰岩の上位数 100m の層準中に胚胎する。

　本層の東方の延長は，野村地区マンガン鉱床の主要部分を胚胎する地層に連続する

とみられることは，マンガン鉱床を目的とする場合，留意すべきであろう。

　第 3 表に調査した各マンガン鉱床の概要を記した。

 III. 3　クロム鉱・苦灰岩 ( 林昇一郎記述 )

　クロム・苦灰岩の鉱床について第 4 表に記す。
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　　　　　　　　　　　III. 4　石灰石 (林昇一郎記述 )

　伊予高山図幅の高山地区は , 愛媛県北部にある関前地区とともに，愛媛県における

主要な石灰岩賦存地である。高山地区から産出される石灰岩は愛媛県全産額の 20～

30%を占め，自家石灰用として約 95年前から利用されている。鉱床は俵津層の下部

に属し，高山村の海岸部から狩江村にわたり東西 10km以上にわたり連続する。走

向ほヾ E-W，傾斜 40～ 50°N，厚さ 20～ 30mである。品質は灰白色，結晶質であつ

て，CaO 53～ 55%で一般にすぐれている。巡回当時は稼行鉱山 17を数えた。最近の

高山地区の生産量の概数は第 5表の通りである。

第 5 表
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   (Abstract) 

   Tw o  g e o l o g i c a l  s h e e t - m a p s ,   t h e  Ya w a t a h a m a  a n d  t h e  I y o -

Ta k a y a m a ,   a r e  e x p l a i n e d  t o g e t h e r  i n  t h i s  t e x t .  T h e  g e o l o g y  o f 

t h e  s o u t h e r n  h a l f  o f  t h e  I y o - Ta k a y a m a  w a s  a l r e a d y  m a p p e d  a s  a 

par t  o f  the  Hibur i sh ima shee t -map ,   sca le  1  :  75 ,  000 ,   so  th i s  par t 

i s  omi t ted  on  the  present  survey.  

TOPOGRAPHY 

   T h e  a r e a  m a p p e d  i s  l o c a t e d  a t  t h e  w e s t e r n  p a r t  o f  S h i k o k u
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i s l a n d .  T h e  m o u n t a i n e o u s  l a n d  i n  t h i s  a r e a  i s  t h e  w e s t e r l y 

ex t en t i o n  o f  t h e  h ig h  m o u n ta in  r a n g e  o f  t h e  ce n t r a l  S h ik o k u ,   b u t 

is  a lmost  not  so high and s teep in  this  area.  

   The  sou the rn  ha l f  o f  t h i s  moun ta in l and  fo rmed  by  the  Mesozo ic 

a n d  P a l e o z o i c  s t r a t a ,   s h o w s  a n  e l e v a t i o n  o f  5 5 0  m  i n  m a x i m u m ,  

w h i l e  t h e  n o r t h e r n  h a l f  c o m p o s e d  o f  t h e  m e t a m o r p h i c  r o c k s  i s 

compara t ive ly  f la t - topped ,   l ess  than  400m high ,   except  Kurakake-

yama at  the northeastern corner  of  the area.  

   T h e  t r e n d s  o f  t h e  m o u n t a i n  r a n g e s  i n  t h e  b o t h  p a r t s  a r e 

general ly  ENE-WSW,  and coincide with  the  direct ion of  the  s t ra ta  ; 

t h i s  f e a t u r e  i s  m o s t  r e m a r k a b l y  s h o w n  b y  t h e  t r e n d  o f  t h e  M i s a k i 

peninsula .  

   To  t h e  s o u t h ,   s o m e  o f  t h e  c o a s t l i n e s  a r e  i n  i n t i m a t e  r e l a t i o n 

w i t h  t h e  g e o l o g i c a l  s t r u c t u r e  o f  t h e  a r e a ;  v i g . ,   m o s t  o f  t h e 

embayments  are  on the extended direct ion of  the faul ts .  

GEOLOGY 

1.  Upper Paleozoic  

   T h e  u p p e r  P a l e o z o i c  s e d i m e n t s  a r e  d i v i d e d  l i t h o l o g i c a l l y  a s 

we l l  a s  t ec ton ica l ly,   in to  the  fo l lowing  th ree  fo rmat ions ,   namely,  

t h e  Fu t a iwa ,   t he  Iwak i  and  t he  Tawarazu ,   f r om the  no r thward  t o 

southward.  

   Futa iwa Format ion   Th is  fo rmat ion  i s  d i s t r ibu ted  in  the  eas te rn 

par t  of  the Yawatahama sheet-map.  

   I t  i s  m a i n l y  c o m p o s e d  o f  b l a c k  p h y l l i t e ,   g r e e n  p h y l l i t e ,  

s a n d s t o n e ,   c h e r t ,   l i m e s t o n e ,   s c h a l s t e i n ,   a n d  d i a b a s e .  T h e 

abundance of  phyl l i tes  is  character is t ic  in  this  formation. 

   T h e  F u t a i w a  f o r m a t i o n  s t r i k e s  g e n e r a l l y  N 6 0 - 7 0 ° E  a n d  d i p s 

to  the  nor th ,   bu t  o f t en  to  the  sou th ,   fo rming  smal l  an t i c l ines  and 

synclines.  So,   the thickness of the formation is  difficult  to calculate. 

   T h e  n o r t h e r n  s i d e  o f  t h i s  f o r m a t i o n  b o r d e r s  o n  t h e  N a g a t o r o 

metamorphic  rocks interposing the Mikabu tectonic  l ine.
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    T h e  o r e  d e pos i t s  o f  d o l o m i t e ,   m a n g a n ese  a n d  co p pe r  occ u r  i n  

this  formation.  

    This  format ion  is  cor re la ted  f rom the  resembrance  of  rock-facies  

w i th  t he  Kume  se r i e s  i n  t he  Unomach i  shee t -map ,   wh ich  occup ies  

t h e  e a s t  n e i g h b o u r i n g  a r e a  o f  t h e  Ya w a t a h a m a  s h e e t - m a p .  T h o u g h 

f o s s i l s  a v a i l a b l e  f o r  t h e  d e t e r m i n a t i o n  o f  g e o l o g i c a l  a g e  a r e  n o t  

f o u n d ,   t h e  F u t a i w a  f o r m a t i o n  m i g h t  b e  c o n s i d e r e d  t h e  s l i g h t l y  

m e t a m o r p h o s e d  f a c i e s  o f  t h e  u p p e r  P a l e o z o i c  C h i c h i b u  s y s t e m . 

   I w a k i  F o r m a t i o n   T h i s  f o r m a t i o n  i s  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  s o u t h -

eastern par t  of  the Yawatahama sheet-map.  

   I t  i s  c o n f o r m a b l e  w i t h  t h e  F u t a i w a  f o r m a t i o n  l y i n g  t o  t h e 

n o r t h ,   b u t  i n  s o m e  p a r t  t h e  r e l a t i o n  b e t w e e n  t h e m  i s  t h o u g h t  t o  

be a  faul t .  

   T h i s  f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  c l a y s l a t e ,   s a n d s t o n e ,  

cher t ,   l imes tone,   scha ls te in ,   a nd  d ia base,   bu t  sca rce  of  ph y l l i t e. 

   I t  i s  cha rac t e r i s t i c  t ha t  t he  a l t e rna t ions  o f  c l ays l a t e ,   s ands tone 

and chert  are  predominant .  

    The  Iwak i  f o rma t ion  shows  t he  ho r i zon ta l  s t r a t i f i ca t ion  a round 

D o d o k o r o - y a m a .  S u c h  g e n t l e  i n c l i n a t i o n s  o f  s t r a t a  a s  s e e n  i n  t h e 

f o r m a t i o n  a r e  r a t h e r  p e c u l i a r  i n  t h e  C h i c h i b u  P a l e o z o i c  t e r r a i n  i n  

the Outer  Zone of  Southwest  Japan.  

   I n  t h i s  f o r m a t i o n ,   m a n y  m a n g a n e s e  o r e s  a r e  f o u n d .  T h o u g h 

the fossils  assigning the geological  age are not  found,   this  formation 

m a y  b e  c o r r e l a t e d  f r o m  t h e  r e s e m b r a n c e  o f  r o c k - f a c i e s  w i t h  t h e 

u p p e r  P a l e o z o i c  C h i c h i b u  s y s t e m  ( P e r m i a n  o r  C a r b o n i f e r o u s )  o f  

the Unomachi  sheet-map.  

    Tawarazu Formation  This  format ion  i s  d is t r ibu ted  to  the  south 

of  the Iwaki  formation interposing the J izoyashiki  faul t  which t rends 

f rom eas t  to  west .  But  pa r t ia l ly,   the  Mishima  f ormat ion  (Mesozoic) 

i s  i n s e r t e d  a l o n g  t h e  f a u l t  b e t w e e n  t h e s e  t w o  f o r m a t i o n s .  A t  t h e 

s o u t h e r n  l i m i t  o f  t h e  T a w a r a z u  f o r m a t i o n  d e v e l o p s  a  f a u l t  

accompanying heavy disturbances ( the I togawa-Butsuzo tectonic l ine). 

    T he  n o r t he r n  a n d  m id d l e  pa r t s  o f  t he  f o r ma t io n  co ns i s t  mos t l y
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of  c lays la te ,  sands tone,  cher t ,   and  conglomera te ,   bu t  the  sou thern 

part consists mostly of limestone and schalstein. 

    The  s t ruc tu re  of  t h i s  f o rma t ion  i s  monocl in ic ,   t he  s t r ike  be ing 

generally ENE-WSW and the dip generally to the north. 

    Th i s  f o r ma t ion  ma y  be  co r r e l a t ed  w i t h  a  pa r t  o f  t he  Sa m bosa n 

g rou p  (und i f f e r en t i a t ed  s t r a t a  i nc lud ing  t he  Pe r mian ,   t he  Tr i a ss i c 

a n d  t h e  J u r a s s i c )  i n  K o c h i  P r e f e c t u r e ,   o w i n g  t o  t h e  r e s e m b r a n ce 

of rock-facies as well as of the tectonic position. 

2.  Nagatoro Metamorphic  Rocks―Metamorphic  Facies  of  the  Pale-

ozoic Formation 

    T h e  a r e a  o c c u p i e d  b y  t h e  N a g a t o r o  m e t a m o r p h i c  r o c k s  i s 

c a l l e d  “ N a g a t o r o  m e t a m o r p h i c  z o n e ” ,   a n d  i s  s e p a r a t e d  f r o m  t h e 

P a l e o z o i c  t e r r a i n  b y  t h e  M i k a b u  t e c t o n i c  l i n e .  T h i s  z o n e  i s 

composed  of  the  metamorphic  f ac ies  of  the  Pa leozoic  s t ra ta  ( inc lu-

d i n g  p y r o c l a s t i c  r o c k s ) ,   a n d  t h e  b a s i c ~ u l t r a b a s i c  i g n e o u s  r o c k s 

(pa r t ly  metamorphosed  l ikewise  to  the  Pa leozoic )  a re  in t ruded  in to 

t h e  P a l e o z o i c  s t r a t a .  T h e  m e t a m o r p h i c s  a n d  i n t r u s i v e s  a r e  e x t e n -

s ive ly  d i s t r ibu ted  in  the  NE-SW d i rec t ion ,   and  a re  inc l ined  to  the 

north or south by folded structures. 

   The  sou t he r n  pa r t  o f  t he  Naga to ro  me ta mor ph ic  zone  i s  ch i e f l y 

occupied  by  the  g reen  semisch is t s  de r ived  f rom the  pyroc las t ic  ro-

cks interbedded with black phylli tes,   sil iceous rocks,  and crystalline 

l i m e s t o n e ;  a n d  t h i s  p a r t  i s  c a l l e d  t h e  K a w a n a z u  s u b z o n e .  I n  t h e 

c e n t r a l  p a r t ,   b l a c k  p h y l l i t e s  d e r i v e d  f r o m  a rg i l l a c e o u s  r o c k s  a r e 

dominant ;  and  the  th in  layers  of  green  schis ts ,   schis tose  sandstone,  

conglomerate schist,  and siliceous rock are partly interbedded. 

T h i s  p a r t  i s  c o l l e c t i v e l y  c a l l e d  t h e  Ya w a t a h a m a  s u b z o n e .  T h e 

r e l a t ion  be tween  t hese  two  su bzones  i s  conf o r ma ble .  I n  t he  no r t h -

e r n  p a r t ,   t h i c k  l a y e r s  o f  g r e e n  s c h i s t  a r e  i n t e r b e d d e d  w i t h  t h i n 

l a y e r s  o f  b l a c k  sc h i s t  a n d  s i l i c eo us  s c h i s t .  T h i s  pa r t  i s  c a l l ed  t h e 

Kawanoishi subzone. 

   T h e  r o c k s  o f  t h e  N a g a t o r o  m e t a m o r p h i c  z o n e  a r e  d e r i v a t i v e s 

of siliceous,  argillaceous,  pyroclastic and calcareous sediments. 

T h e  p r e s e n c e  o f  r e s i d u a l  s t r u c t u r e  o f  u n a l t e r e d  b a s a l t i c  r o c k s  i n
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s o m e  m e m b e r s  o f  t h e  g r e e n  s c h i s t  w o u l d  m i g h t  b e  s u g g e s t  t h a t 
the rocks originated from basaltic igneous mass. 
   T h e  m a i n  m e m b e r s  o f  t h e  N a g a t o r o  m e t a m o r p h i c  r o c k s  a r e 
classified as follows :
A) Siliceous,  argillo-siliceous and calcareous members 

Black quartz schist and black phyllite 
Sericite-quartz schist 
Quartzite 
Schistose sandstone 
Conglomerate schist 
Crystalline limestone 

B) Basic members 
Schistose schalstein 
Diabase schist 
Actinolite schist 

A)  Sil iceous,   argil lo-si l iceous and calcareous members.  
    B lack  qua r t z  sch i s t s  and  b lack  phy l l i t es  cons i s t  ch ie f ly  o f  g ra -
p h i t e - s e r i c i t e - q u a r t z  s c h i s t  a n d  p h y l l i t e  h a v i n g  a l b i t e ,   c h l o r i t e ,  
epidote ,   hemat i te ,   garnet ,   and  glaucophane as  minor  const i tuents . 
    Q u a r t z i t e  a n d  b l a c k  p h y l l i t e  w h i c h  o c c u r  i n  t h e  s o u t h e r n  a n d 
cent ra l  par ts  of  th is  zone are  a lmost  same to  the  schis ts  above men-
tioned,  but generally lower in metamorphic grade. Schistose sandstone 
is  composed of  quartz,   albi te,   carbonaceous substances,   serici te,   a 
little chlorite,  calcite,  and leucoxene ; containing quartz,  plagioclase,  
common augite,   zircon,   and sphene as scat tered rel ict  minerals.  
    C o n g l o m e r a t e  s c h i s t  i s  i n t e r b e d d e d  i n  t h e  b l a c k  s c h i s t  a t  t h e 
c e n t r a l  p a r t  ( a t  G o t a n d a ,   j u s t  s o u t h  o f  Ya w a t a h a m a  C i t y ) .  T h e 
t h i c k n e s s  i s  a b o u t  7  m .  T h e  p e b b l e s  a r e  f l a t t e n e d  t o  e l o n g a t e d 
f o r m s ,   l e s s  t h a n  l O × 7 × 2 c m  i n  s i z e .  T h e y  a r e  a r e n a c e o u s  a n d 
c h e r r y  r o c k s ,   n o n e  o f  i g n e o u s  o r i g i n .  I r r e g u l a r  l e n s e s  o f  b l a c k 
phy l l i t i c  subs tances  a re  sca t t e red  and  a re  assumed  to  be  t he  t r ans -
formed pebbles  of  a rgi l laceous  rocks.  Crysta l l ine  l imestone is  in ter-
bedded as thin layers  in  black phyll i tes.
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B) Basic members 

    I n  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  N a g a t o r o  z o n e ,   g r e e n  p y r o c l a s t i c  

rocks  a re  s l igh t ly  metamorphosed  and  rec rys ta l l i zed  in  minu te  g ra -

i n s ,   ha v ing  sch i s t ose  s t r uc t u r e .  I n  t he  no r t h ,   r ec r ys t a l l i z a t i on  i s  

m o r e  p r o c e e d e d .  S o m e  p a r t s  o f  t h e s e  m e t a m o r p h i c  r o c k s  a r e 

me tasoma t i zed  d ue  to  t he  ac t ion  o f  soda - r i ch  hyd ro t he r ma l  so lu t i -

on derived f rom the ul t rabasic intrusions.  

    A c t i n o l i t e  s e m i s c h i s t  i s  i n t e r b e d d e d  o r  m i x e d  w i t h  t h e  g r e e n 

r o c k s  r e t a i n i n g  p y r o c l a s t i c  n a t u r e .  S o  t h e  a c t i n o l i t e  s e m i s c h i s t  

i s  a s s u m e d  t o  b e  d e r i v e d  f r o m  t h e  p y r o c l a s t i c  r o c k s .  M a j o r i t y  

o f  t h e m  co n s i s t  o f  a c t i n o l i t e ,   z o i c i t e ,   a n d  c h lo r i t e  o f  s eco n d a r y 

o r i g i n ,   a n d  s o m e  o f  t h e m  h a v e  p y r o x e n e  c r y s t a l s .  T h e  a c t i n o l i t e  

s e m i s c h i s t  i n  t h e  s o u t h e r n  p a r t  c h a n g e s  g r a d u a l l y  t o  a c t i n o l i t e  

s c h i s t  i n  t h e  n o r t h w a r d .  S c h i s t o s e  s c h a l s t e i n  c o n s i s t s  o f  m i n u t e 

c rys ta l s  of  ep ido te ,   ch lo r i t e ,   ac t ino l i t c ,  and  a lb i t e ,   bu t  py roxene 

and plagioclase are also recognized as rel icts.  

    Diabase  sch is t  i s  cha rac te r ized  by  the  pyroxene  c rys ta l s  (pa r t ly  

aegir ine-augi te)  of  rel ic t  na ture,   and other  const i tuents  are  epidote,   

chlori te,   a lbi te,   act inoli te,   glaucophane,   colorless  amphibole,   cl i-

nozo ic i t e ,   sphene ,   magne t i t e ,   and  ca lc i t e .  A lb i t i c  subs tances  a re 

in t ruded  in  th i s  rock ,   mak ing  many  smal l  l en t icu la r  f o rms  as  wel l  

as  network veins.  

    S t r u c t u r e   Te c t o n i c a l l y,  t h i s  a r e a  i s  s i t u a t e d  i n  t h e  O u t e r  

Zone  of  Sou thwes t  Japan .  The  Median  Dis loca t ion  L ine  runs  abou t  

15  k m  n o r t h  f r o m  t h e  n o r t h e r n  b o u n d a r y  o f  t h i s  s h e e t - m a p  a r e a .  

The  Mik a bu  t ec ton ic  l i ne ,   w h ich  gene r a l l y  d iv ides  t he  non -me ta -

morphosed  Pa leozo ic  and  the  me tamorph ic  f ac ies  o f  t he  Pa leozo ic ,   

p a s s e s  t h r o u g h  t h e  m i d d l e  p a r t  o f  t h e  a r e a  m a p p e d .  T h e  l i n e 

bou nds  t he  Fu t a iwa  f o r ma t ion  (Pa leozo ic )  a nd  t he  Naga to ro  me ta -

morphic zone in  the direct ion of  NE-SW. 

   I n  t h e  e a s t e r n  p a r t ,   t h e  l i n e  p a s s e s  s t r a i g h t  t h r o u g h  t h e  a r e a 

f r o m  t h e  e a s t  t o  t h e  w e s t  a n d  d i p s  a t  a b o u t  7 0 ° t o  t h e  n o r t h .  I n  

t he  wes t e rn  pa r t  ( a t  t he  wes t e rn  s ide  o f  t he  Sen jō  f au l t ) ,   t he  l i ne 

c u r v e s  i n  a r c u a t e  f e a t u r e  a n d  d i p s  a t  5 0 ° t o  t h e  n o r t h w e s t .  I t  i s
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c o n s i d e r e d  t h a t  t h e  l i n e  i s  a n  o v e r t h r u s t  f r o m  n o r t h w e s t  i n  b o t h 

p a r t s .  A s  m e n t i o n e d  a b o v e ,   t h e  l i n e  i s  c u t  a n d  d i s l o c a t e d  b y  t h e 

S e n j ō  f a u l t .  T h i s  f a u l t  r u n s  i n  t h e  N W- S E  d i r e c t i o n ,   a n d  i s  

a s s u m e d  t o  b e  a  f a u l t  h a v i n g  g r e a t e r  t h r o w  t h a n  h e a v e .  T h e  a r e a 

o f  t he  ea s t e r n  s ide  o f  t h i s  f a u l t  i s  ch ie f l y  cons t r uc t ed  o f  t he  rock 

o f  t he  Ya wa t a ha m a  s u bzo ne  m a k i n g  i soc l i n a l  f o ld i n gs  w i t h  n o r t h -

w a r d  d i p .  I n  t h e  w e s t e r n  s i d e ,   t h e  r o c k s  o f  t h e  K a w a n a z u  a n d 

Ya wa ta hama  su bzones  a r e  d i s t r i bu t ed  f rom  t he  sou t h  t o  t he  no r t h -

w a r d .  T h e s e  t w o  s u b z o n e s  a r e  c o n f o r m a b l y  a c c u m u l a t e d  f o r m i n g 

a n  i s o c l i n a l  s t r u c t u r e  i n  a p p e a r a n c e ,   a n d  i n c l i n e d  s t e e p l y  t o  t h e 

n o r t h .  T h e  Ya w a t a h a m a  s u b z o n e  i s  b o u n d e d  t o  t h e  K a w a n o i s h i  

subzone  by  a  s t r ike  f au l t  which  runs  roughly  in  the  E-W d i rec t ion .  

The  Kawano ish i  su bzone  i s  w ide ly  d i s t r i bu ted  in  t he  no r thwes te r n 

pa r t  o f  t h i s  s h ee t - m a p  a r e a .  I t  i s  a l m os t  f l a t  i n  a p pe a r a n ce ,   t h o -

u g h  i t  i s  f o ld ed  ge n t l y,   m a k i n g  s m a l l  d o m e  a n d  ba s i n  s t r u c t u r e s .  

The  f a u l t s  i n  t h i s  a r ea  a r e  a lmos t  i n  sma l l  s ca l e  a nd  t hey  seem  to 

have been dislocated chief ly horizontally.  

3.  Mesozoic 

   The  Mesozo ic  sed imen t s  a r e  d iv ided  i n to  t he  f o l lowing  s ix  f o r-

mat ions,   namely  the  Mishima,   the  Edaura ,   the  Oura,   the  Okuura,   

t h e  Ta k a s h i m a ,   a n d  t h e  M a a n a ,   o w i n g  t o  t h e  d i f f e r e n c e  o f  t h e

rock-facies as  well  as  to the tectonic relat ions.  

    A s  c o m p a r e d  w i t h  t h e  P a l e o z o i c ,   t h e  M e s o z o i c  s h o w s  s i m p l e 

geological  s t ructure.  

    Mishima Format ion   Th is  f o rmat ion  occurs  in  smal l  b locks  t e -

c ton ica l ly  inser ted  in  the  Pa leozoic  te r ra in  of  the  sou theas te rn  pa r t  

o f  t h e  Ya w a t a h a m a  s h e e t - m a p .  T h i s  f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d  o f  

c lays la te ,   sands tone ,   conglomera te ,   and  l imes tone .  The  s t ruc tu re 

o f  t h e  b e d  i s  m o n o c l i n a l ,   s t r i k i n g  f r o m  e a s t  t o  w e s t  w i t h  n o r -

thward dip.  

   I t  i s  r e p o r t e d  b y  M r.  A b e  t h a t  t h e  l i m e s t o n e  o f  t h i s  f o r m a t i o n 

co n t a i n s  “Hexa co r a l l a ”  a n d  “ Br a c h io pods” ,   cha r a c t e r i s t i c s  o f  t he 

“ To r i n o s u ”  l i m e s t o n e ,   a n d  t h e  a g e  o f  t h i s  f o r m a t i o n  i s  a s s i g n e d
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to upper  Jurassic.  

    Edaura  Format ion   Th is  f o rmat ion  i s  exposed  in  a  na r row be l t  

in  the northeastern part  of  the Iyo-Takayama sheet-map. 

    The nor thern  boundary  to  the  Paleozoic  is  the  so-cal led  I togawa-

Butsuzo tectonic l ine.  

    Th i s  f o r ma t ion  i s  com posed  o f  c l a ys l a t e ,   s a nds tone  a nd  sma l l  

n o d u l e s  o f  l i m e s t o n e  o f  t h e  “ To r i n o s u ”  t y p e .  T h e  b e d  o f  t h i s  

f o rma t ion  shows  t he  gene ra l  s t r i ke  t r end ing  f rom eas t  t o  wes t  and 

the dip to the north.  

    T h i s  f o r m a t io n  i s  a  pa r t  o f  t h e  Sh i m a n t o  g r o u p  d i s t r i b u t ed  o n 

the  sou thern  s ide  of  the  I togawa-Butsuzo  tec ton ic  l ine  of  the  Outer  

Z o n e  o f  So u t h w es t  J a p a n  ;  d u e  t o  t h e  p r e s e n c e  o f  t h e  “ To r i n os u ” 

l imes tone ,   t h i s  f o rma t ion  i s  co r re la t ed  wi th  the  Nish igawa  f o rma-

t i o n  o f  t h e  S h i m a n t o  g r o u p  d i s t r i b u t e d  i n  K o c h i  P r e f e c t u r e  a n d 

may be probably Jurassic in  age.  

    Oura Format ion   This  f ormat ion  occurs  in  the  sou thern  s ide  of  

t h e  E d a u r a  f o r m a t i o n  a n d  p a r t i a l l y  o f  t h e  Ta w a r a z u  f o r m a t i o n .  

I t  i s  conformable  to  the  Edaura  format ion  and  these  two format ions 

s h o w  a  m o n o c l i n a l  s t r u c t u r e .  T h e  O u r a  f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d 

of  the al ternat ion of  sandstone and clayslate.  

   T h i s  f o r m a t i o n  i s  a  p a r t  o f  t h e  S h i m a n t o  g r o u p ,   a n d  m i g h t  be 

c o r r e s p o n d  e s p e c i a l l y  t o  t h e  H i g a s h i g a w a  f o r m a t i o n  o f  t h e  g r o u p 

in  Koch i  P re f ec t u re ,   owing  to  t he  r e sem bra nce  o f  t he  rock - f ac ies 

as  wel l  as  the  tec tonic  pos i t ion.  So,   the  age  of  the  Oura  format ion 

is  probably Triassic  and possibly extends to the older.  

   Okuura  Format ion   This  f ormat ion  i s  d is t r ibu ted  in  the  middle-

e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  I y o - Ta k a y a m a  s h e e t - m a p .  A f a u l t  i s  e s t i m a t e d 

b e t w e e n  t h i s  f o r m a t i o n  a n d  t h e  O u r a  f o r m a t i o n .  T h e  O k u u r a 

f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d  o f  t h e  a l t e r n a t i o n  o f  s a n d s t o n e  a n d  c l a y -

s l a t e  w i t h  t h i n  l e n s e s  o f  c o n g l o m e r a t e  a n d  l i m e s t o n e .  T h e  b e d s 

dip generally  to the north,   but  par t ial ly  to the south.      

    T h i s  f o r ma t ion  i s  t he  wes t e r n  ex t e ns ion  o f  t he  A k iga wa  se r i e s
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i n  t h e  U n o m a c h i  s h e e t - m a p  a n d  i s  t h o u g h t  t h a t  t h i s  f o r m a t i o n 

c o r r e s p o n d s  t o  t h e  w e s t e r n  e x t e n s i o n  o f  t h e  u p p e r  C r e t a c e o u s 

N a n y o  g r o u p  ( G y l i a k i a n  a n d  U r a k a w a n  a g e s )  s u r v e y e d  b y  M r. 

Kudō.  

   Takash ima Format ion   Th i s  fo rma t ion  i s  d i s t r ibu ted  a t  t he  Mi -

t suku r i - sh ima ,   t he  Kodaka - sh ima ,   and  t he  Taka - sh ima  l oca t ed  a t 

t h e  m i d d l e - s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  Ya w a t a h a m a  s h e e t - m a p .  I t  i s 

c o m p o s e d  o f  c o n g l o m e r a t e ,   s a n d s t o n e ,   a n d  s l a t e ,   a t t e n d i n g  t h e 

small  lenses  of  calcareous sandstone and l imestone.  

   N o  f o s s i l s  a r e  f o u n d ,   b u t  i t  m a y  b e  t h o u g h t  f r o m  l i t h o l o g i c a l 

viewpoint  that  this  formation belongs to  the Mesozoic .  

   Maan a  Format ion   T hi s  f o rm a t ion  i s  d i s t r i bu t ed  i n  t he  cen t r a l 

p a r t  o f  t h e  Ya w a t a h a m a  s h e e t  m a p .  T h e  m a rg i n  o f  t h e  o c c u r r e n c e 

i s  i n t r u d e d  b y  s e r p e n t i n i t e .  T h e  f o r m a t i o n  i s  m a i n l y  c o m p o s e d 

of  sandstone intercalated with clayslate .  

   T h e  d i s t u r b a n c e  o f  t h e  b e d  i s  g e n e r a l l y  r a r e  a s  c o m p a r e d 

w i t h  t h e  P a l e o z o i c  s t r a t a .  T h e  b e d  h a s  t h e  s t r i k e  t r e n d i n g  e a s t -

northeast  and shows some ant ic l ines  and syncl ines .  

   T h o u g h  i t  i s  n o t  a b l e  t o  d i s c o v e r  a n y  f o s s i l s ,   t h i s  f o r m a t i o n 

m a y  a l s o  b e l o n g  t o  t h e  M e s o z o i c .  B u t  t h e  r o c k - f a c i e s  o f  t h i s 

formation differs  f rom that  of  the Takashima formation.  

4.  Igneous Rock 

   I n  t h e  P a l e o z o i c  a n d  t h e  K a w a n a z u  a n d  Ya w a t a h a m a  s u b z o n e s 

o f  t h e  N a g a t o r o  m e t a m o r p h i c  z o n e ,   t h e r e  d e v e l o p  n u m e r o u s  m a -

s s e s  o f  b a s i c  a n d  u l t r a b a s i c  i n t r u s i v e s .  T h e y  a r e  h o r n b l e n d i t e ,  

g a b b r o ,   d i a b a s e ,   p e r i d o t i t e ,   a n d  s e r p e n t i n i t e .  T h e s e  r o c k s  a r e 

p a r t l y  m e t a m o r p h o s e d  a n d  a r e  n o w  r e p r e s e n t e d  b y  a m p h i b o l i t e ,  

a m p h i b o l e  s c h i s t ,   m e t a g a b b r o ,   a n d  m e t a d i a b a s e ,   s h o w i n g  t h e i r 

l o n g  a x e s  r o u g h l y  p a r a l l e l  t o  t h e  r e g i o n a l  s t r i k e  o f  t h e  c o u n t r y 

r o c k s .  I n  s o m e  p l a c e s ,   t h e s e  i g n e o u s  r o c k s  i n c l u d e  t h e  N a g a t o r o 

metamorphic  rocks  as  xenol i th ic  layers  o r  b locks ,   and  the  igneous 

r o c k s  t h e m s e l v e s  s h o w  p a r t l y  s c h i s t o s e  s t r u c t u r e .  S o  i t  m a y  b e
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s a f e l y  a s s u m e d  t h a t  t h e y  w e r e  i n t r u d e d  d u r i n g  o r  a f t e r  t h e  m e t a -

morphism of  the country rocks.  

    Hornblendi te   Hornblend i te  i s  accompanied  by  metagabbro  and 

m e t a d i a ba se ,   b u t  t h e i r  m u t u a l  r e l a t i o n  i s  n o t  c l ea r.  I t  i s  m a ss i v e 

bu t  pa r t l y  sch i s t ose ,   a nd  da r k  g r een  i n  co lou r.  Hor n b lende  i s  t he 

m a j o r  c o n s t i t u e n t  a n d  s m a l l  c r y s t a l s  o f  m a g n e t i t e  a r e  s c a t t e r e d .  

H o r n b l e n d e  i s  m o s t l y  p a l e  g r e e n ,   b u t  p a r t l y  b r o w n i s h .  I n  s o m e 

p a r t s  i t  i s  c h a n g e d  t o  g l a u c o p h a n i c  a l o n g  t h e  c l e a v a g e s  a n d 

margin.  

    Amphibo le  Sch i s t   I n  t he  no r t he r n  po r t ion  o f  i gneous  mass  i n  

t he  Ya wa t a h a ma  s u bzo ne ,   sm a l l  o u t c r o ps  o f  a m p h i bo le  s c h i s t  a r e 

o b s e r v e d .  H o r n b l e n d e  a n d  a c t i n o l i t e  a r e  m a j o r  c o m p o n e n t s ,   a n d 

chlori te,   a lbi te,   sphene,   and magneti te  are subordinated.  

    Diabase  and  Gabbro   These  a r e  py roxene-bea r ing  rocks .  The i r  

cons t i t uen t s  a re  py roxene ,   ac t ino l i t e ,   ep ido te ,   zo ic i t e ,   ch lo r i t e ,   

se rpen t ine ,   and  sphene .  P ro togeneous  p lag ioc lase  i s  ha rd ly  f ound . 

T h e  p r e s e n c e  o f  s o m e  s o d a - b e a r i n g  s i l i c a t e s ,   s u c h  a s  a e g i r i n e -

a u g i t e ,   g l a u c o p h a n e ,   a n d  a l b i t e  i n  s o m e  p a r t s ,   a t t r a c t s  s p e c i a l  

a t t en t ion .   The  rocks  a r e  pa r t l y  changed  to  me tad ia base  and  me ta -

g a b b r o .  S o m e  o f  t h e s e  m e t a m o r p h o s e d  r o c k s  a r e  c u t  b y  t h e 

n e t w o r k  v e i n s  o f  a l b i t e  a n d  q u a r t z ,   a n d  a r e  c h a n g e d  b y  t h e 

inf luences of  such veins to diori t ic  rock in  appearance.  

    Per i do t i t e  a n d  Ser pen t i n i t e  c r o p  o u t  m a i n l y  w i t h  a n  i n t i m a t e 

r e l a t i o n  t o  t h e  d i a base  a n d  ga b b r o  a s  m a n y  s m a l l  m asses .  Pe r id o -

t i t e  i s  a l w a y s  m a s s i v e  i n  a p p e a r a n c e ,   b u t  s e r p e n t i n i t e  i s  p a r t l y  

schistose and talcose,   

5.  Quaternary 

    T h e  Q u a t e r n a r y  i s  t h e  P l e i s t o c e n e  t e r r a c e  d e p o s i t  a n d  A l l u v i -

u m .  A l l  t h e s e  d e p o s i t s  a r e  c o m p o s e d  o f  s a n d ,   g r a v e l ,   a n d  c l a y.
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ECONOMIC GEOLOGY 
 Cupriferous Pyrite 

    T h e  a r e a  o c c u p i e d  b y  t h e  r o c k s  o f  t h e  K a w a n o i s h i  s u b z o n e  i n 

t h e  N a g a t o r o  m e t a m o r p h i c  z o n e  i s  o n e  o f  w e l l - k n o w n  m e t a l l o g e -

n e t i c  p r o v i n c e s  o f  b e d d e d  d e p o s i t s  o f  c u p r i f e r o u s  p y r i t e .  A l l  t h e 

d e p o s i t s  a r e  i n t e r b e d d e d  i n  t h e  m i d d l e  p a r t  o f  g r e e n  s c h i s t  o f  t h e 

Kawano i sh i  subzone .  The  midd le  pa r t  i s  abou t  400  m in  th i ckness ,  

a n d  i s  i n t e r c a l a t e d  w i t h  a  h e m a t i t e - q u a r t z  s c h i s t ,   w h i c h  r o u g h l y 

i n d i c a t e s  t h e  o r e - b e a r i n g  h o r i z o n  a n d  i s  u s e d  a s  k e y b e d .  T h e  o r e 

b o d i e s  a r e  b e d d e d  o r  l e n s - f o r m e d  a n d  g r a d u a l l y  p a s s  i n t o  t h e 

m o t h e r  r o c k  t h r o u g h  a n  i m p r e g n a t e d  p a r t  i n  b e t w e e n .  A l l  o r e  b o -

dies  a re  smal l  in  sca le ,   the i r  average  th ickness  be ing  about  10  cm. 

T h e  o r e s  a r e  c o m p o s e d  c h i e f l y  o f  p y r i t e  a c c o m p a n y i n g  a  s m a l l 

q u a n t i t y  o f  c h a l c o p y r i t e .  Av e r a g e  o r e  g r a d e  i s  1 . 0 %  C u  a n d 

30% S. 

   Working mines are  l is ted below :

        1 .  Ashinaru mine 

        2 .  Machimi mine 

        3 .  Nariyasu mine 

        4 .  Omine mine 

        5 .  Ohira  mine 

        6 .  Ouchi  mine 

        7 .  Kaminoyama mine 

        8 .  Ryūkoku mine 

Manganese Ore 

    O v e r  2 0  m a n g a n e s e  o r e  d e p o s i t s  a n d  o u t c r o p s  a r c  k n o w n  i n 

the  Pa leozo ic  fo rmat ion .  S t ra t ig raph ica l ly,   t h ree  ma in  o re -bea r ing 

fo rma t ions  may  be  r ecogn ized ,   v i z . ,   t he  Fu ta iwa ,   Iwak i  and  Ta -

w a r a z u  f o r m a t i o n s  i n  a s c e n d i n g  o r d e r.  T h e  l a t t e r  t w o  a r e  e c o n o -

m i c a l l y  i m p o r t a n t  a n d  s e e m  t o  b e l o n g  t o  t h e  w e s t e r n  e l o n g a t i o n
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o f  t h e  w e l l - k n o w n  m a n g a n e s e  d i s t r i c t  “ N o m u r a ”  i n  E h i m e  P r e f e -

cture.

    I n  t h e  a r e a  m a p p e d ,   h o w e v e r,   t h e  o r e  b o d i e s  a r e  s m a l l  a n d 

t h e  a v e r a g e  q u a l i t y  o f  t h e  o r e  i s  l o w.  T h e  o r e  m i n e r a l s  a r e  m a -

in ly  b lack  manganese  d iox ide  and  va r ious  k inds  o f  so -ca l l ed  man-

ganese carbonates.  

   T h e  m a n g a n e s e  o r e  p r o d u c t i o n  i n  t h i s  d i s t r i c t  a f t e r  19 0 0  w a s 

on l y  a  f ew  t housa nd  t ons .  I n  1954 ,   112  t ons  we re  p r od uced  f r om 

5 mines.  

Chromite 

   A n u m b e r  o f  c h r o m i t e  v e i n s  o c c u r  i n  t h e  s e r p e n t i n i t e  w h i c h 

i s  e x p o s e d  i n  t h e  c e n t r a l  p a r t  o f  t h e  Ya w a t a h a m a  s h e e t - m a p  a r e a 

a n d  i n t r u d ed  i n t o  t h e  N a ga t o r o  m e t a m o r p h i c  r oc k s .  T h e  v e i n s  a r e 

a b o u t  3 0 ~ 5 0  c m  t h i c k  f i l l i n g  t h e  f i s s u r e s  o f  E - W  d i r e c t i o n . 

T h e  g r a d e  o f  t h e  o r e  i s  4 0 ~ 5 0 %  C r 2 O 3 .  

Limestone 

   I n  “ Ta k a y a m a ”  d i s t r i c t ,   l i m e s t o n e  o f  t h e  l o w e r  p a r t  o f  t h e 

Ta w a r a z u  f o r m a t i o n  i s  q u a r r i e d  f o r  t h e  l i m e  b y  b u r n i n g .  T h e  l i -

mestone  beds  range  over  10  km in  s t r ike  s ide,   and  20~30 m in  th i -

c k n e s s .  I t  i s  g r a y i s h  i n  c o l o u r  a n d  c r y s t a l l i n e ,   c o n t a i n i n g  5 3 ~

5 5 %  C a O .  A n n u a l  p r o d u c t i o n  a m o u n t s  t o  4 0 ~ 8 0  t h o u s a n d  t o n s 

f rom 17mines.  

Dolomite 

   A l e n t i c u l a r  b o d y  o f  d o l o m i t e  c r o p s  o u t  i n  t h e  u p p e r  p a r t  o f 

t he  F u t a i wa  f o r ma t ion  a t  Ya no ba t a k e ,   4  k m  so u t heas t  o f  Ya wa t a -

h a m a .  T h e  o r e  b o d y  i s  e l o n g a t e d  t o  E - W  a n d  d i p s  4 0 °  t o  t h e 

n o r t h .  I t  i s  5 5  m  i n  t h i c k n e s s  a n d  a b o u t  6 0  m  i n  l e n g t h .  T h e 

d o l o m i t e  i s  i n t e r b e d e d ,   h e r e  a n d  t h e r e ,   w i t h  t h e  f r a g m e n t s  o f 

chert  and schalstein.
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